
― 1 ―

平成２９年陸別町議会９月定例会会議録（第２号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 平成29年９月13日 午前10時00分 議 長 宮 川 寛

及 び 宣 告 閉会 平成29年９月13日 午後３時27分 議 長 宮 川 寛

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員及び出席並 氏 名 氏 名
びに欠席議員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ８人 １ 中 村 佳 代 子 ○ ８ 宮 川 寛 ○

欠席 ０人 ２ 久 保 広 幸 ○

凡例 ３ 多 胡 裕 司 ○

○ 出席を示す ４ 本 田 学 ○

▲ 欠席を示す ５ 山 本 厚 一 ○

× 不応招を示す ６ 渡 辺 三 義 ○

公▲○ 公務欠席を示す ７ 谷 郁 司 ○

会議録署名議員 山 本 厚 一 渡 辺 三 義

職務のため議場に 事務局長 主任主査
出席した者の職氏名 吉 田 功 吉 田 利 之

法第１２１条の規定 町 長 野 尻 秀 隆 教 育 長 野 下 純 一

により出席した者の 監 査 委 員 飯 尾 清 農業委員会長（議員兼職） 多 胡 裕 司

職氏名

町長の委任を受けて 副 町 長 佐 々 木 敏 治 会 計 管 理 者 阿 部 博

出席した者の職氏名 総 務 課 長 早 坂 政 志 町 民 課 長 芳 賀 均

産業振興課長 副 島 俊 樹 建 設 課 長 高 橋 豊

保健福祉センター次長 丹 野 景 広 国保関寛斎診療所事務長 ( 丹 野 景 広 )

総 務 課 参 事 高 橋 直 人 総 務 課 主 幹 空 井 猛 壽

教育長の委任を受けて 教 委 次 長 有 田 勝 彦

出席した者の職指名

農業委員会会長の 農委事務局長 棟 方 勝 則

委任を受けて出席し

た者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議案第７０号 平成２８年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出
３ 議案第７１号

決算認定について

平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
４ 議案第７２号

歳入歳出決算認定について

平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定
５ 議案第７３号

について

平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認
６ 議案第７４号

定について

平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
７ 議案第７５号

認定について

平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
８ 議案第７６号

定について

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、５番山本議員、６番渡辺議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第７０号平成２８年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定について

◎日程第３ 議案第７１号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第４ 議案第７２号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診

療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第５ 議案第７３号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算認定について

◎日程第６ 議案第７４号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別

会計歳入歳出決算認定について

◎日程第７ 議案第７５号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特

別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第８ 議案第７６号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 議案第７０号平成２８年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから、日程第８ 議案第７６号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７０号平成２８年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について、続きまして、議案第７１号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第７２号平成２８年度陸別町国民健康

保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第７３号平

成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第
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７４号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまし

て、議案第７５号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につい

て、続きまして、議案第７６号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について、以上、議案第７０号から議案第７６号まで７件一括して、別紙監査委員の

意見を付しまして、議会の認定を求めるものであります。

内容につきましては、副町長のほうから説明いたしますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第７０号から７６号まで、一括して説明をさ

せていただきます。

まず、議案第７０号平成２８年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定についてであります

が、まず、説明資料ナンバー１１をお開きいただきたいと思います。

説明資料ナンバー１１は、２８年度の歳出決算資料でありまして、各課配当別になって

おります。つまり、総務課のほうから各課に予算を配当して、予算が初めて執行されると

いうことになりますので、配当主義になっております。したがって、これから説明する決

算書の各科目ごとの決算額とは一致しませんので、まず御了承をいただきたいと思ってお

ります。

一般会計と特別会計、右側、左側に分かれておりますが、まずは左側の一般会計です

が、総務課は、予算額が２４億３,３４２万２,４３８円に対して、決算額が２４億１,０

４１万３,７１７円、執行率は９９.１％になっております。

町民課ですが、３億１,７２６万円の予算に対して、３億１,１２７万６６１円、執行率

は９８.１％になります。繰越明許費１９万８,０００円ほど、これは後から説明申し上げ

ますけれども、マイナンバーにおける費用となります。町民課は、御存じのとおり国保会

計と後期高齢者医療特別会計も担当しておりますので、今度は、特別会計をごらんいただ

きたいと思います。まず上段が国保の特別会計の決算状況であります。４億９,４８８万

５,０００円の予算に対して、決算額が４億７,８５４万１,１７２円、執行率は９６.７％

となります。その下、後期高齢者医療特別会計は、予算額４,０３２万円に対して、決算

額３,９８４万６９４円で、９８.８％の執行率となります。保健福祉センター、一般会計

のほうです。予算額が３億６,９５２万６,２００円に対して、決算額３億５,７８３万１,

２９７円、９６.８％の執行率。特別会計、介護保険会計も持っておりますので、予算額

が３億５４２万７,０００円、決算額が２億９,５３８万２,７０６円、９６.７％の執行率

であります。

産業振興課、予算額が１０億９,１５３万９,９２０円、決算額が７億５,９４４万５,８

１３円で、繰越明許費３億１,３４３万９,０００円が２９年度への繰り越しとなります。

ちなみに、繰越明許費を含めた執行率は６９.６％になりますが、この繰越明許費を除く

と執行率は９７.６％になります。
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建設課であります。予算額７億９,３７０万９,２６０円に対して、決算額７億２,３６

０万２８３円。繰越明許費５,７８６万８,６００円がございます。繰越明許費を含めた執

行率は９１.２％でありますが、繰越明許費を除くと９８.３％の執行率となります。建設

課は、簡易水道特別会計と下水道特別会計も担当しておりますので、まず上段の簡易水道

特別会計ですが、予算額１億９,４３５万３,０００円に対して、１億８,７９５万８,５６

５円の決算、９６.７％の執行率です。下水道会計ですが、予算額１億４,２６５万８,０

００円に対して、決算額１億４,０５２万６,５５４円、９８.５％の執行率であります。

教育委員会でありますが、予算額１億６,５６４万４,１８２円、決算額が１億５,７９

８万７,１３６円、執行率は９５.４％。繰越明許費３万円を含んでおります。

国保診療所ですが、特別会計であります。予算額３億８,８０８万４,０００円に対し

て、決算額３億７,３５８万７,８６２円、９６.３％の執行率になります。

議会ですが、予算額３,６６８万８,０００円に対して、決算額３,５９１万８,９３５

円、９７.９％の執行率であります。

監査ですが、２１４万８,０００円に対して２１１万２,０８８円、９８.３％の執行

率。

選挙管理委員会、４３６万８,０００円の予算に対して３６５万６,５１５円、８３.７

％の執行率です。

農業委員会、５８６万８,０００円の予算に対して５３４万６９円、９１％の執行率。

消防署、１,６６３万７,０００円の予算に対して１,４９２万１,７２２円、８９.７％

の執行率であります。

一般会計合計ですが、予算額５２億３,６８１万１,０００円の予算に対して、決算額４

７億８,２４９万８,２３６円。繰越明許費の合計が３億７,１５３万５,６００円です。繰

越明許費を含めた執行率は９１.３％。繰越明許費を除くと９８.３％の執行率になりま

す。

特別会計ですが、予算額１５億６,５７２万７,０００円に対して、決算額１５億１,５

８３万７,５５３円、９６.８％の執行率であります。

一般会計と特別会計を合わせた合計予算額６８億２５３万８,０００円に対して、決算

額６２億９,８３３万５,７８９円、繰越明許費が３億７,１５３万５,６００円でありま

す。繰越明許費を含めた執行率は９２.３％、繰越明許費を除くと９７.９％の執行率とな

ります。◎で２行書いてございますが、これは後ほど目を通していただきたいと思いま

す。

次、資料の次のページをお開きください。

ナンバー１２は、一般会計決算に対する財源内訳表となっております。決算額、繰越明

許費、不用額、左側については、ナンバー１１の資料と同じであります。右側、歳出総

額、財源内訳、一般財源、特定財源とございますが、これは、千円単位になっております

ので、御了承いただきたいと思います。
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まず、総務課については、歳出総額２４億１,０４１万４,０００円に対して、財源内訳

としては、一般財源２１億３,９８０万３,０００円。特定財源２億７,０６１万１,０００

円であります。総務課は、地方交付税、そういった国からの交付金関係を主に担当してお

りますので、その分が一般財源としてふえている、特定財源より多いという内容でありま

す。

町民課、歳出総額３億１,１２７万１,０００円、一般財源が１億８,３９２万６,０００

円、特定財源が１億２,７３４万５,０００円。町民課は、御存じのとおり町税関係が主な

一般財源になっております。

保健福祉センター、３億５,７８３万１,０００円の歳出総額ですが、一般財源が１億

５,８０５万６,０００円、特定財源が１億９,９７７万５,０００円。

産業振興課ですが、歳出総額７億５,９４４万６,０００円に対して、一般財源が１億

９,００３万９,０００円、特定財源が５億６,９４０万７,０００円。

建設課ですが、７億２,３６０万円の歳出総額に対して、一般財源２億９,９１９万７,

０００円、特定財源が４億２,４４０万３,０００円であります。

教育委員会ですが、歳出総額１億５,７９８万７,０００円ですが、一般財源が１億７０

６万６,０００円、特定財源が５,０９２万１,０００円であります。

議会、３,５９１万９,０００円に対して、全額一般財源。

監査、２１１万２,０００円、全額一般財源。

選挙管理委員会、３６５万７,０００円ですが、一般財源は２８万１,０００円、特定財

源が３３７万６,０００円です。これは後ほど説明しますけれども、２８年度においては

参議院議員選挙がございましたので、国からの委託金になります。

農業委員会、５３４万円に対して、一般財源４６２万４,０００円、特定財源が７１万

６,０００円。

消防関係が１,４９２万１,０００円に対して、一般財源１,４９０万８,０００円、特定

財源が１万３,０００円。

合計ですが、歳出総額４７億８,２４９万８,０００円、一般財源総額が３１億３,５９

３万１,０００円、特定財源が１６億４,６５６万７,０００円となっております。

その下に、一般財源総額３２億６,１２２万円とございます。これは、◎が２行ござい

ますが、その２段目、歳入決算額４９億７７８万７,１９３円から特定財源１６億４,６５

６万７,０００円を引いたもの、この差額が一般財源総額であります。

したがって、今、財源内訳で言いました一般財源３１億３,５９３万１,０００円をこの

額から控除した額、つまり、差し引き１億２,５２８万９,０００円が歳入歳出の差引額と

なります。これは決算書で後ほど出てきますので、そのとき説明いたします。

それでは、次、ナンバー１３をお開きください。

資料ナンバー１３は、地方創生交付金事業の実績資料でありまして、これは２７年度か

ら２８年度への繰越明許事業であります。
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まず、移住促進交付金で、企画費ですが、事業費３９０万５,０００円に対して、実績

が３９０万５,０００円と。この交付金充当というのは、歳入で後ほど説明しますけれど

も、それぞれ移住交流対策事業、その下の企画費、地方創生加速化交付金事業、これら繰

越明許費として、交付金充当額というのは、国からの交付金になります。これも後ほど説

明をしていきます。

なお、上の移住促進からその下４行目のとかち、イノベーションの１２万円まで１,０

７６万１,０００円、それからその下、観光費ですが、特産品マーケティング事業の１４

７万８,５２３円から一番下のとかち連携事業負担金６万円まで、これが２,０７６万円に

なります。これは、資料ナンバー１４にも出てきますので、あらかじめ御了知をいただき

たいと思います。その下、地方創生推進交付金、これは２８年度現年度分であります。３

０万円の交付金事業であります。

次のページをお開きください。ナンバー１４、これは先ほど説明しましたけれども、全

体的な２８年度繰越明許事業一覧ということで、２７年度からの繰越明許費であります。

まず、一番上の社会保障税番号制度管理事業、これはマイナンバー制度の関係ですが、繰

越額が３,８２９万８,０００円、これは決算書の４０ページに出てきます。その横の実績

額３,８２６万５,７５０円は、これは決算書の４２ページに出てきます。その下、民間活

用住宅建設事業２,１８０万円、実績も２,１８０万円。それからその下、企画費の地方創

成加速化交付金事業、委託料６００万円、実績額が５９９万４,４８８円、１９節４８８

万円。国庫支出金が１,０７６万１,０００円となります。それからその下、農業競争力強

化基盤整備事業、これは農地費ですが、１９節の２,２５０万円、これは８０ページに出

てきます。それから、実績額が２,２４９万９,６４０円、これは決算書の８０ページに出

てきます。前段で言いました企画費の地方創生加速化交付金事業は、繰越額が決算書の４

６ページ、実績額が４８ページに出てきます。温泉スタンド改修事業７６６万８,０００

円の繰り越しで、実績が７５２万７,６００円、これは決算書の８８ページに出てきま

す。観光費の地方創生加速化交付金事業２１２万円から３７６万円まで、２,１３８万円

ですが、これは決算書の８８ページ。実績額が２１２万円、１,５４１万５２３円、３６

６万４,３６４円。この今の三つの合計が２,０７６万円となります。これは資料ナンバー

１３と同額となります。

次のページ、ナンバー１５であります。

これは２９年度への繰越明許費事業でありまして、先ほど言いましたけれども、総務費

のほうで、１９節１９万８,０００円、これは決算書の４１ページ、４３ページに出てお

ります。企画費の民間活用住宅建設事業２,３００万円、その下の太陽光発電設置事業５

０万円、これは４７ページと４９ページに出てきます。その下、交流センター改修事業７

２０万３,６００円、これは決算書の５１ページ。その下、畜産・酪農収益力強化整備事

業２億４,７７８万９,０００円は、決算書８１ページ。その下の農業競争力強化基盤整備

事業４,２６５万円は、決算書８１ページと８３ページ。教員住宅建設事業３万円は１０
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３ページ。その下、４,４１０万２,０００円は１０５ページ。その下、公共土木施設災害

復旧事業、１１節３４万７,０００円、１５節５７１万６,０００円は、決算書の１１９

ページ、１２１ページに出てきます。合計３億７,１５３万５,６００円は、決算書の１２

３ページに出てきます。財源内訳の合計の欄ですが、国庫・道支出金の合計２億７,６９

６万２,０００円、起債２,４２０万円、その他財源、基金の取り崩しも含みますけれど

も、４,２４２万２,０００円、この三つを合わせたもの３億４,３５８万４,０００円は、

収入未済額となります。一般財源の２,７９５万１,６００円は、決算書１２４ページの収

入済額、翌年度へ繰り越しすべき財源となります。

それでは、決算書の１３６ページをお開きください。１３６ページは説明資料でありま

す。

まず、１３７ページの第１表、平成２８年度歳入歳出決算の総括でありますが、予算額

５２億３,６８１万１,０００円に対して、決算額、歳入が４９億７７８万７,１９３円、

歳出が４７億８,２４９万８,２３６円、差し引き１億２,５２８万８,９５７円、これは翌

年度への繰越財源となります。それと財政調整基金、後ほど説明しますけれども、５,０

００万円を積んでおります。それらを引いた額４,７３３万７,３５７円が平成２９年度へ

繰り越しとなります。先ほど資料で説明しましたけれども、予算額５２億３,６８１万１,

０００円には、２７年度からの繰越明許費１億２,２５２万６,０００円と、２９年度への

繰越明許費３億７,１５３万５,６００円を含んでおります。したがって、２９年度への繰

越明許費３億７,１５３万５,６００円を差し引いた執行率は、先ほど説明しましたけれど

も、９８.３％となります。

次のページ、歳入の実績比較表であります。

町税では、２８年度３億２,５２５万６,３４４円、不納欠損４７万１,６２１円ありま

す。これは１２件であります。収入未済額２００万４,９５６円、これは前年度よりも９

件ふえて２７１件であります。この内訳としては、現年度分で１４０件、１２３万５,３

８４円、滞納繰越分で３１件、７６万９,５７２円となります。詳細は後ほど説明をさせ

ていただきます。

２款の地方譲与税以下、町債までであります。昨年も説明しましたけれども、陸別町の

条例などで定める料金関係、町税を含めてですけれども、分担金、手数料ですとか、財産

収入とかございます。それらを含めた自主財源と言われるものですが、これは１３億７,

６２５万９,０６７円であります。依存財源というのは、御存じのとおり、国から交付さ

れるお金、それから町債なども含みます。国、道から交付されるお金と町債を含んでおり

ます。その依存財源というのが３５億３,１５２万８,１２６円。自主財源は、先ほど言い

ました１３億７,６２５万９,０６７円ですから、歳入全体では２８％の割合であります。

前年度から見ると４.４％の増となりますが、一方、依存財源、今言いました３５億３,１

５２万８,１２６円、これは７２％になります。つまり、御存じのとおり陸別町は、２８

年度決算においてもそうですが、７割以上、国、道、起債、そういうお金で収入が賄われ
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ていると、そういうことがわかります。

参考までに、２７年度決算から見ると、依存財源は４.４％減となります。先ほど言い

ました自主財源のほうで４.４％伸びた分、その分が依存財源で下がると。依存財源７２

％を１００とした場合に、交付税は６９.２％になります。つまり、依存財源７２％のう

ち交付税の割合が６９％あると、そういう財政の仕組みになっております。

第３表が歳出実績最近年度比較表、これについては、後ほどごらんいただきたいと思っ

ております。

１４０ページ、第４表、町税徴収実績でありますが、左側が現年度分、右側が滞納繰越

分であります。町民税は、調定額１億２,９８９万３,６４９円に対して、収入済額が１億

２,８９５万２,５６５円、収入未済が９４万１,０８４円、滞納繰越分として、調定額１

８９万４,６８８円に対して、収入済額が１０１万４,４９０円、不納欠損が３９万９２１

円、収入未済額が４８万９,２７７円であります。個人、法人と分けて記載しておりま

す。この中で、個人の収入未済額は、先ほど説明しましたが、９４万１,０８４円は、２

４人の７２件。滞納繰越分の不納欠損が９万１２１円、３人の４件。収入未済額が４８万

９,２７７円、１５人の４４件であります。法人分では、滞納繰越分で、不納欠損が３０

万８００円、これは１法人、２件であります。

固定資産税でありますが、現年度分、調定額１億６,６０７万８００円、収入済額が１

億６,５８１万８,５００円、不納欠損が１万４,７００円、１人１件であります。収入未

済額２３万７,６００円、これは１５人の５９件であります。滞納繰越分ですが、調定額

１２０万３,１５０円、収入済額が８８万４５５円、不納欠損が６万６,０００円で、５人

の５件。収入未済額が２５万６,６９５円で、１１人の８２件であります。

軽自動車税、現年度分で６３９万９,３００円の調定に対して、収入済額が６３４万２,

６００円、収入未済額５万６,７００円ですが、これは９人の９件であります。滞納繰越

分、調定額７万１,５２２円に対して、収入済額が４万７,９２２円、収入未済額が２万

３,６００円で、３人の５件であります。

たばこ税については、１００％収納であります。

合計しますと、現年度分で３億２,４５６万３,５６１円の調定に対して、収入済額が３

億２,３３１万３,４７７円、不納欠損が１万４,７００円、これは１人１件です。収入未

済額が１２３万５,３８４円、４８人の１４０件であります。滞納繰越分ですが、３１６

万９,３６０円の調定に対して、収入済額１９４万２,８６７円、不納欠損が４５万６,９

２１円、８人の１法人、１１件であります。収入未済額７６万９,５７２円、２９人の１

３１件であります。トータルしますと、現年度分と滞納繰越分を合わせますと、先ほどの

説明の数値、調定額が３億２,７７３万２,９２１円で、収入済額が３億２,５２５万６,３

４４円、不納欠損が４７万１,６２１円、９人の１法人、１２件。収入未済額が２００万

４,９５６円、７７人の２７１件。全体的な収納率は９９.２％となります。

次の１４１ページであります。第５表は、歳出の性質分析表でありまして、これは、２
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８年度の財政状況から出しているものであります。人件費から繰出金まで目を通していた

だきたいと思いますが、この中で関心のある事項として、御存じのとおり自治体の義務的

経費と言われるものがございます。人件費と扶助費と公債費でありますが、この義務的経

費というのは１４億５,４８６万１,０００円ございます。この表からですね。人件費と扶

助費と公債費を足しましたものが、義務的経費として１４億５,４８６万１,０００円ござ

います。それで、先ほど説明した自主財源というものが１３億７,６２５万９,０００円で

あります。これを差し引きしますと７,８６０万２,０００円ほど歳入不足が生じると。つ

まり、それはどういうことかといいますと、地方交付税ですとか、そういう一般財源を充

当してここに充てているということになります。

次の１４２ページになります。第６表は、最近５年間の決算額調ですから、これは後ほ

ど見ていただきたいと思います。

１４３ページ、第７表は、引き上げ分の地方消費税交付金に係る社会保障財源化分が充

てられる社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費でありまして、御存じのとお

り、平成２６年度決算より、消費税が５％から８％になった分、その差額分を地方消費税

交付金として社会保障費に充てなければだめだということになりました。この中で、合計

額ですが、一般財源の中で、地方消費税交付金（社会保障財源化分）１,９４１万９,００

０円とございます。これが、後ほど説明しますけれども、地方消費税交付金として、お金

が入ってきているということになります。これは決算書の１２ページ、１３ページにござ

いますので、後ほど御説明をしたいと思っております。

それでは、決算書の８ページをお開きいただきたいと思います。

８ページ、歳入であります。

まず、町税ですが、資料ナンバー１６－１、２に、町税の調定、収入状況調書がござい

ます。それから、資料ナンバー１７に、十勝市町村税滞納整理機構からの引継収納一覧、

それから資料ナンバー１８に不納欠損の状況の一覧がございます。資料ナンバー１６、１

７、１８と、税関係の資料がございますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

今の税関係については、資料の歳入のほうで説明しましたので、ポイント的に説明をし

ていきたいと思います。

まず、町税の収入済額３億２,５２５万６,３４４円の中には、税滞納整理機構からの収

入、２８件、２９万１,６１８円が入ってございます。この町税３億２,５２５万６,３４

４円は、ことしの３月３１日現在の住民基本台帳の人口２,４６４人で割り返しますと、

町民１人当たり１３万２,００３円となります。前年度より、２７年度の決算から見ると

６,９９６円ほど税が伸びているということになります。

町民税の個人でありますが、現年課税分、この中で収入未済額９４万１,０８４円、２

４人、７２件の対象者ですが、このうち８月末までに６人、１２件、１９万９,７１４円

が入金になっております。同じく滞納繰越分、収入未済額４８万９,２７７円、１５人、

４４件ですが、このうち８月末までに７人、１０件、７万７,５９３円が入金になってお
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ります。先ほど言いました税滞納整理機構からの入金ですが、滞納繰越分の１０１万４,

４９０円の中に、税滞納整理機構から１５件、１５万９,３４１円が入金となっておりま

す。

それから、固定資産税であります。固定資産税の現年課税分で、未収２３万７,６００

円、１５人の５９件ですが、このうち８月末までに３人、１２件、８万９,６００円が入

金になっております。滞納繰越分です。収入済額８８万４５５円ですが、このうち税滞納

整理機構から１０件、１１万７５５円が入金となっております。収入未済額の２５万６,

６９５円、１１人の８２件ですが、これも８月末までに２人、５件、４万７,１９５円が

入金となっております。

それから、軽自動車税であります。現年課税分、未収額５万６,７００円、９人の９件

ですが、８月末までに１人、１件、６,０００円が入金となっております。滞納繰越分の

収入済額４万７,９２２円ですが、このうち税滞納整理機構から３件、２万１,５２２円が

入金となっております。

１０ページからは、地方譲与税以下、利子割交付金、配当割交付金、次のページの株式

等譲渡所得割交付金は記載のとおりであります。

６款の地方消費税交付金、これは道からですが、先ほど言いました１３ページ、地方消

費税交付金、収入済額４,７６８万２,０００円ですが、このうち地方消費税交付金が２,

８２６万３,０００円、社会保障財源交付金が、先ほど説明しました１,９４１万９,００

０円がこの中に入ってございます。

７款自動車取得税交付金以下、地方特例交付金も記載のとおりですし、地方交付税につ

いても、次のページでありますが、１５ページです。２４億４,３５４万７,０００円の収

入となっております。普通交付税が２１億７,５５６万２,０００円、特別交付税が２億

６,７９８万５,０００円であります。前年度と比較しますと、普通交付税で８,７８８万

４,０００円の減、特別交付税は、逆に４,０３７万７,０００円の増であります。地方交

付税トータルとしては、前年度から見ると４,７５０万７,０００円の減額となっておりま

す。資料ナンバー２０に交付税の推移がありますので、後ほどごらんいただきたいと思い

ます。

地方交付税、これもことしの３月３１日の住民基本台帳人口で割り返すと、９９万１,

６９９円が町民１人当たりの額になるということになります。

交通安全対策特別交付金につきましては、交付基準額に満たないため、２５万円に満た

ないために未交付であります。

分担金及び負担金。分担金、農林水産業費分担金ですが、ここで、当初予算が９４０万

３,０００円、補正予算が２,７４３万９,０００円、繰越明許費が１,９３５万円、合わせ

て５,６１９万２,０００円の予算になっておりますが、まず、当初予算の９４０万３,０

００円と補正予算の２,７４３万９,０００円を合わせた額３,６８４万２,０００円の予算

でありますが、このうち２９年度への繰越明許費２,９１２万２,０００円がこの中に入っ
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てございます。差し引きしますと、２８年度分の現年度予算額は７７２万円となります。

繰越明許費１,９３５万円ですが、実収入は１,８０４万７,１７８円となります。

１５ページの農業費分担金、道営事業の農業競争力基盤整備事業分担金です。予算額

５,６１９万２,０００円に対して、収入済額が２,５７６万７,００７円、この差額が３,

０４２万４,９９３円ございますが、このうち２,９１２万２,０００円が２９年度への繰

越明許費として含まれております。この２,５７６万７,００７円は、先ほど説明しました

けれども、２７年度からの繰越明許費の額１,８０４万７,１７８円と、現年度分７７１万

９,８２９円を合わせた額であります。

２項の負担金ですが、老人福祉費負担金２５２万９,２４０円、これは、町外養護老人

ホーム入所者５名分の入所措置費の負担金であります。

それから、使用料及び手数料、総務使用料の１節行政財産使用料、これは土地建物の使

用料の収入であります。

それから次のページ、４節のふるさと交流センター使用料、収入額が１,６２０万９,２

００円、ふるさと交流センター使用料については、資料ナンバー２４－１、２に、交流セ

ンターの管理費と利用状況をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思いま

す。

ちなみに、ふるさと交流センターの利用者数は４,４２２人ということで、前年度から

見ると７７人ほど減となっております。その下、５節の銀河の森宇宙地球科学館等使用

料、これについても資料ナンバー２５に、天文台の利用実績、資料ナンバー２６に、コ

テージの利用実績を記載しております。銀河の森宇宙地球科学館等使用料が２,０１３万

８,０５０円、前年度から見ると１５３万５５０円の増となっております。内訳を見ます

と、天文台では、利用者８,０４５人ということで、前年度から見ると２９０人ほどの減

となりますが、その収入が２４２万３,３５０円。コテージは逆に収入増となっておりま

して、９０９棟、１,７７１万４,７００円、前年度決算から見ると９４棟の増で１７１万

５,８００円の増であります。稼働率は３５.６％であります。

２目の民生使用料、老人福祉施設の老人福祉使用料１３５万７,３００円、これは福寿

荘の入所者の使用料であります。その下、児童福祉使用料３８５万９,０００円は、保育

所の保育料であります。ちなみに、ことしの３月２７日の卒園式現在では、２歳児が１１

名、３歳児が１５名、４歳児が２４名、５歳児が１９名、合わせて６９名となります。そ

の下、福祉住宅使用料７２万円は、からまつハウス入居者６世帯分の使用料となります。

衛生使用料の保健衛生使用料２９６万８,６４０円は、公衆浴場の使用料１万８３７

人、２９０万４,１４０円。それと火葬場２件、６万円と墓地１件、４,５００円でありま

す。その下、水道使用料４２４万８,９１２円は、小利別の専用水道使用料でありまし

て、件数としては４５１件であります。

農林水産使用料１２万１,１００円は加工センターの使用料。その下、営農用水使用料

５０３万８,６１８円は、上陸別地区とトラリ地区の水道料でありまして、上陸別地区に
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ついては４３９件、２８４万２,１８８円。トラリ地区につきましては２５８件、２１９

万６,４３０円であります。

それから、飛ばしまして、土木使用料、１節道路橋りょう使用料２４１万１,１３３円

は、町道占用料２１件分です。その下、河川使用料６万７,３８８円は、町管理河川の占

用料で２３件分であります。

１９ページ、住宅使用料７,０５２万６,２００円は、公営住宅、改良住宅、改良貸付住

宅、特公賃住宅それぞれの使用料であります。

教育使用料、１節社会教育使用料２万５,５６４円は、これは公民館使用料９,０５０

円、公民館陶芸室使用料１万６,５１４円。資料館使用料、これは関寛斎資料館です。１

３万６,５００円で、有料分が４５５名であります。その下、学童保育所使用料１２４万

円、児童数は、ことしの３月末現在では２２名であります。

なお、御存じのとおり、２８年度において、子育て支援ということで、学童保育料と保

育所の保育料、これは２８年度に見直しをかけておりますので、収入額が下がっていると

いうことになります。

それから、２項の手数料、総務手数料ですが、１７２万９,８５０円。これは御存じの

とおり、戸籍証明ですとか住民基本台帳関係の証明手数料であります。

２目衛生手数料の５８９万１,９８８円は、大きなものとしては、ごみ袋の販売収入の

５７７万４,８３８円が主な内容であります。その他としては、狂犬病の予防注射ですと

か畜犬登録の手数料とかが内容であります。その下の水道手数料１万６,０００円は、新

設工事手数料が２件であります。

１３款国庫支出金ですが、まず、国庫負担金の社会福祉費負担金８,５２２万７,６２９

円ですが、これは、国保税の保険基盤安定交付金ですとか、低所得者の負担金ですとか、

障害者訓練等給付費負担金、社会福祉費負担金については、それぞれ２分の１分が入って

きております。

その次、２１ページ、児童福祉負担金３,５１５万９,４７１円は、大きいものとして

は、児童手当分で１,７７２万４,９９８円、子どものための教育・保育給付費負担金１,

７３６万１,０００円、障害者介護給付費負担金、２分の１分で７万３,４７３円が内容で

す。それから衛生費負担金の５万７,９６０円は、母子保健衛生費負担金であります。

２項の国庫補助金、総務費補助金で３,９８４万５,０００円、これは先ほどの地方創生

絡みの補助金でありまして、まず、地方創生推進交付金、先ほど現年度分３０万円と説明

しましたけれども、この３０万円がこの中に入ってございます。それから、社会保障税番

号制度管理事業５２０万円ですが、予算上では５２０万円でしたけれども、実際には８０

２万４,０００円の収入となります。地方創生加速化交付金事業、これは先ほど説明しま

した企画費のところですが、１,０７６万１,０００円の収入。観光費のほうで２,０７６

万円の収入となります。

民生費補助金、社会福祉費補助金２,２９３万５,０００円ですが、これは年金生活者の
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臨時給付金関係、それから、臨時福祉給付金補助金が主な内容であります。その下、児童

福祉費補助金３４１万３,０００円は、子ども・子育て支援交付金、これは道補助金と同

額となります。

土木費補助金、道路橋りょう費補助金４,２６５万４,０００円は、建設機械、雪寒機械

の購入補助金が１,１４２万５,０００円、橋りょう長寿命化修繕事業交付金が３,１２２

万９,０００円です。それから住宅費補助金２,８３２万８,０００円は、社会資本整備補

助金でして、公営住宅新町団地Ｎ棟１棟２戸ほかの補助金。

教育費補助金、教育総務費補助金１,６２２万円は、教員住宅Ｂ棟１棟分２戸、１,４７

９万８,０００円、へき地児童生活援助補助金１３０万円、学校支援地域本部事業１２万

２,０００円が主な内容です。小学校費補助金は、特殊教育就学奨励補助金関係、それか

ら理科教育設備補助金が内容です。中学校費補助金５万４,０００円も小学校費補助金と

同様の内容です。

５目の災害復旧費補助金、公共土木施設災害復旧費補助金は４１５万６,０００円、こ

れは２９年度への明許になります。これは災害に係る陸別薫別線の補助金、２９年度への

繰越明許となります。

委託金、総務費関係は、外国人の長期在留者の事務費委託金関係が主な内容。

選挙費委託金は、昨年７月１０日執行の参議院議員選挙の委託金になります。

民生費委託金、児童福祉費委託金１,９０８円は、児童扶養手当、特別児童扶養手当事

務委託金、それから国民年金費委託金が１２５万４,８１４円。

道支出金の道負担金、民生費負担金ですが、社会福祉費負担金６,９４０万９,４９４

円、これは、まず国保の保険者支援分と保険料軽減分、保険者支援分が４分の１分、１９

４万６７０円、保険料軽減分が４分の３分、９５８万６,６１２円がこの中に入ってござ

います。それから、後期高齢者医療特別会計の保険基盤安定負担金１,０２８万９,０００

円ほどございますが、これは、後期高齢者医療特別会計への繰出金の財源となります。こ

れは４分の３分です。それ以外に障害者の相談支援ですとか、低所得者の保険料軽減分で

すとか、身体障害者自立支援ですとか、これはそれぞれ道の負担割合４分の１分でござい

ます。

児童福祉負担金１,２８１万５,５６７円は、児童手当分が４０９万３,９９８円。障害

者介護給付費負担金が４万１,０６９円。子どものための教育・保育給付費負担金８６５

万５００円であります。

道補助金、総務管理費補助金５５０万円は、地域づくり補助金で、空き家対策で４９０

万円。災害対策用品購入で６０万円であります。

２５ページ、社会福祉費補助金５４３万４,６６９円、これは老人クラブへの補助金で

すとか重度心身障害者の医療費補助金ですとか、ひとり親家庭等の医療費補助金、乳幼児

の医療費補助金などが内容であります。

その下、児童福祉費補助金３４１万３,０００円は、子ども・子育て支援交付金であり
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ます。

衛生費補助金、保健衛生費補助金でありますが、これは、健康増進事業関係、妊産婦の

安心出産支援事業９万１,４６４円もこの中に含んでおります。

農林水産業費補助金、農業費補助金６,１１２万８,０５７円、これについては、農業競

争力強化基盤整備補助金の明許分１５７万５,０００円、現年度分２６４万５,０００円、

それ以外に経営所得安定対策支払事業交付金ですとか、中山間地域等直接支払制度に係る

４,５７８万１,０１１円を含んでございます。この中には農業委員会活動補助金３２７万

８,５８０円も含んでおります。

その下、林業費補助金５,７９５万６,３１４円は、経営林道陸別薫別支線の改良工事

１,０４０万９,０００円、同じく林業専用道勲祢別線開設工事９９７万２,７８４円。そ

れから、林業専用道の上勲祢別本苫務線１,５０９万１,９２０円などがこの内容でありま

す。

その下の消費者対策費補助金９５万４,０００円は、地方消費者行政活性化事業の補助

金となります。

委託金につきましては、道からの権限移譲に係る委託金でありまして、総務費委託金か

らそれぞれ、次のページの６目の教育費委託金までございます。

１５款の財産収入、まず、財産貸付収入の土地建物貸付収入、これは普通財産の土地建

物貸し付けになります。３,０９４万５,８７７円の収入でありますけれども、一番大きい

のがルナコートの貸し付け１,４４０万円、それから、移住産業研修センターの貸付収入

が２２８万４,６００円、それから土地の貸付収入などが主な内容です。２節の通信設備

貸付収入９８３万９７０円、これは光ファィバー網の貸付収入でありまして、年度当初は

４６８件を見ておりましたけれども、結果として、月平均５０５.７件にふえておりま

す。月平均で３７.７件の増となります。３節の機械器具等貸付収入６７９万３,０００

円、これはコントラクターへの農業機械の貸付収入でありまして、平成２１年度貸し付け

分が２５万円、２３年度貸し付け分が１４９万８,０００円、２４年度貸し付け分が４１

０万円、２５年度分が９４万５,０００円です。利子及び配当金６４３万１,５８６円は、

各基金の利子が６０７万５４３円。優先出資の配当金３６万１,０４３円がこの中に入っ

てございます。

財産売払収入です。まず、不動産売払収入、２９ページ、土地売払収入３万６６６円

は、町有地を国に売り払いしたものでありまして、高速道路の小利別インターの横の町有

地を国に７１９平米売り払いをしております。これは、除雪転回場用地として売り払いを

しております。その収入が３万６６６円であります。

物品売払収入の生産物売払収入１,０５１万円は、町有林の立木販売が９９１万５,００

０円、素材売り払いが５９万５,０００円、それから不用物品売払収入１万９,２４０円

は、町有地の伐採木１万６,０００円、平成３年に購入したシバウラガーデントラクター

の売り払い３,２４０円であります。
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寄附金であります。指定寄付金、総務費寄附金１８０万２,０００円、寄附１４件、教

育費寄附金１６万円、寄附２件。民生費寄附金１万円、寄附１件。災害復旧費寄附金２２

５万４,０００円、寄附１１件であります。

繰入金ですが、資料ナンバー１９に年度別増減一覧をつけておりますので、後ほどごら

んいただきたいと思います。

基金の繰入金につきましては、予算時にそれぞれ説明をしておりますので、ここでは内

容については省かせていただいて、財政調整基金で１億２,０００万円の取り崩し、いき

いき産業支援基金で２億４,０５５万９,０００円の取り崩し、ふるさと銀河線跡地活用等

振興基金繰入金で１,１３０万円、町有林で６０万円、地域福祉基金で３,４６０万円、公

共施設は７,６３０万円、２２施設の維持管理、改修に係る取り崩しです。学校給食セン

ター管理で１,９６０万円、ふるさと整備基金繰入金で１０万５,０００円、国際交流事業

へ充当しております。

繰越金ですが、繰越明許費４,０５７万１,０００円、これは明許費、２７年度繰り越し

分の翌年度へ繰越財源となります。一般財源です。

次のページ、前年度繰越金は９,２６２万９,６５３円。

諸収入ですが、まず、延滞金６万１,０９８円は、町税の延滞金でして、町民税が７

件、５万７,５９８円、固定資産税２件、３,５００円です。

町預金利子、これは、預金利子３万４,５２３円です。

貸付金元利収入、１節の家畜導入貸付金収入５,４３８万２,０００円は、約定償還分が

牛３５０頭、３,４１４万４,０００円、繰上償還分、牛７５頭、２,０２３万８,０００

円、合わせて牛４２５頭、５,４３８万２,０００円となります。

貸付金元利収入８,０００万８,５５２円ですが、大きいのは、信用保証貸付金、８,０

００万円が主な内容です。奨学資金貸付金収入は５８万８,０００円、９件でして、高校

生が３名、大学等が６名であります。

受託事業収入、次のページになります。農業費受託事業収入４３万３,７２８円、これ

は、トマム地区の農地整備監督事務ですとか、農村、農業の道営事業に係る監督補助の委

託金であります。土木費受託事業収入２０万９,０５４円は、道道の除雪に係る受託収入

となります。

弁償金の３６万６,８９３円は、大きいものとしては、交通事故に係る賠償金が３４万

８,８８３円、コピー代が１万８,０１０円です。

雑入です。介護予防支援報酬８７万８,８００円、これは介護予防サービス計画審査分

でして、まず国保連から１８６人分、８３万８,４００円、町の居宅介護支援事業所分が

８人、４万４００円。居宅介護支援報酬１８８万７,７８０円は、社協の居宅介護事業所

廃止に伴いまして、居宅介護サービス計画費、国保連から１５６名分。高齢者福祉施設負

担金２２０万６,２００円は、福寿荘入居者の実費負担金。

学校給食費等１,２０３万４７０円は、小学生が４５０万３,６００円、中学生が２８１
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万３,０００円、保育所が２２５万４,５６０円、職員などが２４５万９,３１０円です。

電話使用料は２万８,２２９円ですが、ふるさと交流センターですとか保健センターで

すとか、公衆浴場、役場庁舎といった電話使用料です。

電気等使用料１１万６,５５２円は、銀河の森コテージ村と職員厚生室の分です。

雑入が６,１４９万８,３７５円です。主なものとしては、介護給付費負担金の精算返還

金が２３３万円ほど、支障物件の移設補償が１８５万５,０００円ほど、派遣職員の共済

組合負担金が３１５万円ほどとなっております。

過年度収入です。３７ページですが、障害者福祉費等負担金過年度収入１万８,６７７

円は、障害者福祉等負担金過年度収入であります。

町債が４億５,２１２万４,０００円ですが、このうち過疎債が３億７８０万円、それか

ら、辺地債が７７０万円、一般単独防災対策事業債が７００万円、一般補助事業債が５２

０万円、単独災害債が２３３万円、臨時財政対策債が１億１１２万４,０００円でありま

す。

なお、町債の起債残高推移については、資料ナンバー１０をつけておりますので、後ほ

どごらんいただきたいと思います。

総務債の中には、過疎ソフト分で７,０４０万円も含まれております。過疎ソフト充当

一覧については、資料ナンバー２１をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと

思います。

次のページの災害復旧債、１節の農林水産業施設災害復旧債６００万円、それから、公

共土木施設災害復旧債１,７３０万円、この中に、予算額１,８３０万円に対して調定額

１,７３０万円、収入済額１,７３０万円、この差１００万円ほどございます。この１００

万円分は、陸別薫別線の事業に係る起債で、２９年度への繰越明許費となります。

歳入合計ですが、３８ページですけれども、繰越明許費で１億２,２５２万６,０００円

の予算ですが、実収入額は１億２,２１６万１,８７７円であります。予算額５２億３,６

８１万１,０００円に対して、調定額４９億１,０２６万３,７７０円、収入済額が４９億

７７８万７,１９３円、不納欠損が４７万１,６２１円、収入未済額が２００万４,９５６

円で、歳入の決算を終えております。

次、歳出、４０ページに移ります。

○議長（宮川 寛君） １１時３０分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時１１分

再開 午前１１時２８分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

説明を続けます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、一般会計、４０ページ、歳出から説明させていた

だきます。
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まず、資料ナンバー２２－１、２に人件費の比較表がございますので、後ほどごらんい

ただきたいと思いますし、予算現額の中で繰越明許費、これらについては、資料ナンバー

１３、１４にございますので、ごらんいただきたいと思います。

１款議会費につきましては、議会の運営活動費でございます。議員８名、職員２名に係

る予算となっております。旅費で４４万９２９円ほど不用額が生じておりますけれども、

これは議員の費用弁償が３３万６,４３９円、普通旅費が１０万４,４９０円であります。

先ほど繰越明許費の関係を説明させていただきましたけれども、４１ページに翌年度繰

越額というのがございます。その真ん中の繰越明許費というものは、資料ナンバー１５に

ございますので、それを見ていただきたいと思いますが、それと、この繰越明許費の額

は、節の中の予算の中にも入ってきます。ただ、これは２９年度への繰越明許費ですか

ら、支出済額のほうには入ってきませんので、あらかじめ御了知いただきたいと思ってお

ります。

２款総務費１目一般管理費ですが、決算額２億７,６１６万９,９３９円、繰越明許費が

１９万８,０００円ございます。総務費全体では、明許費が３,０９０万１,６００円ござ

います。これは、資料ナンバー１５を見ていただければ中身がわかるかと思います。一般

管理費につきましては、総務課の総務担当の職員福利厚生費ですとか、研修関係、職員人

件費などが主なものです。企画財政担当では、電算システム管理事業、庁用の消耗品など

が主な内容です。町民課の戸籍住民担当のマイナンバーに係る予算、社会保障・税番号制

度における予算関係がこの一般管理費の中に入ってございます。

次の４２ページの上段の表につきましては、一般管理費の主要事業ということで記載し

ておりますが、この中で、特にポイント的には、社会保障税番号制度管理事業、ここのシ

ステム改修から下の個人番号カード等発行委任費用まで４,３８１万４,８７０円が、この

予算の決算額となります。

４３ページの不用額の大きいものでいきますと、一般管理費、旅費で１００万７,２４

２円、これは普通旅費で７６万６,０６３円、特別旅費で２４万１,１７９円の不用額と

なってございます。それから、１３節委託料で３３万２,０２４円、これは、公会計導入

支援業務に係る入札の執行残２２万４,３４８円が主なものです。１４節使用料及び賃借

料、不用額２８万３,７７７円は、複写機の使用料の不用額２１万１,３７７円が主な内容

です。負担金補助及び交付金、先ほど言いました繰越明許費１９万８,０００円、これは

マイナンバー制度の関係です。

文書広報費、これは町民課の広報広聴担当が担当します町広報紙の発行ですとか、町の

ホームページの管理、防災行政無線の管理が主な内容ですし、総務課の総務担当の通信運

搬費、庁用の郵便料、これは役務費に入ってございますが、それが主な内容になります。

主要事業の中で、一番下の防災行政無線機器更新工事、役場、消防庁舎ということで３,

１３２万円ございます。これは１５節ですが、工事請負費、役場には親局の放送卓、消防

庁舎には遠隔制御卓を更新しております。これは年次計画で事業を進めているところで
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す。不用額の大きいもので、需用費で１３万３,８４７円、修繕料１２万１,３２０円が主

なものです。

次のページに行きまして、財政管理費、需要費６１万４１６円は予算書の印刷。会計管

理費の需用費６２万９,４２４円は決算書の印刷であります。

財産管理費、決算額５億２,３３０万１,９９４円の内訳でありますけれども、総務課関

係でいきますと、総務、企画財政、管財防災の担当の合計額が５億４２７万９,９４９円

です。これは、各基金の管理ですとか、役場庁舎の維持管理、あるいは福祉館の維持管

理、総務課、管財防災担当のバスを含む車両の管理ですとか、車両庫、りくべつ鉄道、コ

ミュニティバスの運行などの費用でございます。

町民課につきましては１,８２４万４,１５５円。内訳としては、税務担当の地籍図修正

などが１６５万２,４００円。広報広聴統計の光ケーブル、地上デジタルテレビ中継局の

維持管理費などが１,６５９万１,７５５円。

教育委員会のタウンホールの維持管理７７万７,８９０円が各課の所管する事務に係る

決算額であります。

４４ページの表の中に、主要事業の２段目に、コミュニティバス運行委託業務２０５万

２,０００円がございます。これは、御存じのとおり、昨年の１１月からコミュニティバ

スということで、町民の皆さんに無料で乗っていただいて、外出機会の拡大ですとか、そ

ういった部分で利用をお願いしているところでありますが、昨年の１１月１日からことし

の３月３１日までの利用人員は、延べで７３５人の利用がございました。

それからその下、公有財産購入、土地建物購入、旭町、土地３筆３,６４９.３８平米、

１７万１,０００円であります。これは、財務省から土地を購入しております。

財産管理費の不用額の主なものにつきましては、需用費で７１万７,０７１円、これ

は、内容としては、庁舎管理分で２１万４,１１２円、地デジテレビ中継局関係で３３万

８,５２０円、光ケーブル管理で１０万円の不用額、これらが主な内容です。役務費で２

２万８,６４７円、主なものとしては、総務担当の郵便料関係２１万５,５５０円が主な内

容です。委託料で９８万４,０２３円、内訳としては、福祉館管理分で１０万６,６６９

円、光ケーブルの管理で６６万４,８８８円、りくべつ鉄道の入札執行残９万４,２００円

が主な内容です。

２５節の積立金４億４,７１７万９,２０９円ですが、資料ナンバー１９に、基金の一覧

をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

なお、ことしの３月末人口で割り返しますと、一般会計部分ですけれども、２２１万

６,７２１円、町民１人当たり２２１万６,７２１円の貯金があるという、一般会計での試

算ですけれども、そのようになります。

次の４６ページ、町有林野管理費でございます。決算額１,５７５万２,９８４円です

が、４６ページの主要事業の表の中で、町有林管理事業につきましては、資料ナンバー２

３に町有林の事業収支一覧をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思いま
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す。

なお、御存じのとおり、２８年度はヤツバキクイムシの被害が発生しております。町内

全体で５３０.９６ヘクタールですが、そのうち町有林で１３１.７８ヘクタールの被害が

あります。そういったことで、町有林事業については大幅に見直しをかけて、事業が縮小

されているということを御理解いただきたいと思います。

企画費１億１,２７２万１９１円、繰越明許費で２,３５０万円。主要事業でいけば、こ

こに記載のとおりでありますけれども、まず、北海道陸別町東京事務所、御存じのとお

り、昨年の１１月１日にエイデル研究所に東京事務所を開設しました。その旅費、小さい

ですけれども、１７万７,６６０円。それから、その下の地域交通利用促進事業です。地

域交通推進会議交付金２９３万８０５円ですが、２７年度からバス利用者につきまして、

１人当たり３分の２の運賃助成をしました。そうすると、２８年度では件数として１,６

９１件、利用者数については、延べですが２,０９０人の利用になります。２３年度から

見ますと、件数では２７０件、延べ人員では３０５人の増となっております。その下の生

活交通確保対策事業、十勝バス、北見バス、７８７万５,０００円ですが、十勝バスに４

７８万６,０００円、北見バスに３０８万９,０００円であります。これらについては、特

別交付税で８割が補塡されると。その下の通学定期差額補助事業５９４万８,６８０円、

これは実績として、北見方面が６人、２３６万２,４６０円。足寄高校１４名、２２７万

８,９８０円、本別高校９名、１３０万７,２４０円、合わせて高校生２９名、５９４万

８,６８０円であります。

移住交流対策事業は表に記載のとおりであります。４７ページ、需用費で４３万３,５

９８円ほど不用額が生じておりますが、まず、移住体験住宅関係で１２万５,６３６円、

移住産業研修センターで１８万７,６２７円の残が主な内容であります。

次のページになります。４８ページ、表の３段目の地方創生加速化交付金事業、その下

の地方創生推進交付金事業、これらについては、先ほど歳入のほうで説明しましたけれど

も、資料ナンバー１３をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

この中で上の３段目のところで、内容の２行目です。農林業体験人材開発事業、繰越明

許費ですが、新農林業人発掘プログラム開発事業委託料ですが、５９９万４,０００円。

昨年は、９月１１日から９月１６日まで、都市圏の大学生８人が来町しまして、酪農、林

業の体験のほか、陸別町の歴史についても学んで帰られているところであります。

４９ページで、１９節で繰越明許費２,３５０万円。それから、不用額４４万９１７

円、大きなものとしては、通学定期差額補助分が１３万３２０円、バス利用促進補助金が

１２万５,１９５円、サマーインで９万６,０６２円の不用額が主な内容です。

公平委員会費、交通安全対策費、諸費については、例年どおりの執行状況になります。

５０ページ、交流センター管理費です。決算額は３,６５８万６,９５７円。５０ページ

に主要事業一覧がございます。資料ナンバー２４－１、２に管理費の内訳、利用状況をつ

けておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。
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ちなみに、歳入でも申し上げましたけれども、交流センターの宿泊利用者数が４,４２

２人、前年度から見ると７７人ほどの減となっております。

５１ページで、大きな不用額としては、需用費で２４万３,８７４円、これは光熱水費

が１２万２,１６３円、燃料費６万６,０６９円が主なもの。委託料２７万６,３６１円

は、宿泊研修施設の管理分で２５万７,４５０円が主な内容であります。工事請負費で７

２０万３,６００円の繰越明許費。

１２目の銀河の森管理費７,２７５万４６３円の決算ですが、内訳としては、天文台関

係で、人件費を含めて４,５５６万２,７７２円、コテージ村で１,９１６万６,５４３円、

銀河の森で２２５万１,８９０円、専用水道で５７６万９,２５８円の内訳となっておりま

す。主要事業については、５０ページの表に記載のとおりであります。資料ナンバー２５

に天文台の実績、資料ナンバー２６にコテージの利用状況をつけておりますので、後ほど

ごらんいただきたいと思います。次の５３ページで、９節旅費で、不用額３５万６,４５

０円、これは、費用弁償、館長の分ですが、３５万６,４５０円の不用額。需用費２４万

８,３８０円は、光熱水費１２万１,８００円、内訳としては、天文台で６万２２５円、コ

テージで６万１,５７５円。専用水道で、修繕料１０万円が主な内容であります。役務費

で２８万６,９８３円の不用額、コテージ村の宿泊予約システム１９万２,８２９円が主な

内容。委託料の７３万９,７７９円の不用額は、コテージ村が１５万４,１１２円。専用水

道で４２万２,６８０円が主な内容であります。

１３目地域活性化推進費、決算額２,８０１万３,９０９円ですが、５２ページに主要事

業を記載しております。

なお、資料ナンバー２７にチャレンジ・プロジェクト事業一覧がございますので、後ほ

どごらんいただきたいと思っております。

地域おこし協力隊は、２８年度においては４名ございました。地域ブランド開発推進事

業から産業振興推進事業まで、４名でございます。地域おこし協力隊につきましては、１

人当たり４００万円まで特別交付税措置がございます。５３ページの賃金４４万１,３３

６円の不用額ですが、商工支援推進員で２１万６,２６３円、産業振興推進員で１０万４,

５４０円、地域ブランド開発推進員で７万７,１９９円の賃金の不用額が主な内容です。

２項の徴税費、税務総務費３,５３１万８,０３０円。給料から２３節までは、例年どお

りの執行状況ですが、不用額として、手当で３７万９,０２１円、これは、時間外勤務手

当３０万２,０２５円が主なもの。２３節償還金利子及び割引料２８２万５,４２４円。内

訳としては、町税の還付金ですけれども、町民税が１４件、４１万６,２２４円、法人税

が５件、２３６万４,８００円、固定資産税４件、２万４００円、合わせて２３件、２８

０万１,４２４円が町税の還付金です。それとあわせて、還付加算金、法人町民税が３

件、２万４,０００円の内訳となっております。不用額３７万４,５７６円の内訳ですけれ

ども、町税還付金で３４万８,５７６円、還付加算金で２万６,０００円の不用額となって

おります。
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賦課徴収費３８３万８,１２３円の決算ですが、ここに、十勝圏複合事務組合、十勝滞

納整理機構負担金２３万１９１円の負担金ですが、歳入でも説明しましたけれども、町税

４４件、５１万７,４００円を引き継ぎました。収入としては、２８件、２９万１,６１８

円の収納であります。そのうち町民税が２１件、２８万６,７７８円の引き継ぎをしまし

て、１５件、１５万９,３４１円の収納。固定資産税１９件、２０万１,９００円を引き継

ぎしまして、１０件、１１万７５５円の収納。軽自動車税４件、２万８,７２２円を引き

継ぎまして、３件、２万１,５２２円の収納となっております。各節の執行については、

従来どおりの執行となっております。

戸籍住民基本台帳費ですが、決算額１,４４７万４,３６３円。戸籍電算化事業というこ

とで、戸籍総合システム使用料、保守料が３７５万８,４００円、これは１９節の中に

入ってございます。給料から１９節までは例年どおりの執行状況。

選挙費、選挙管理委員会費については、報酬から１９節まで例年どおりの執行。それか

ら、参議院議員選挙費３３７万６,２５２円、これは、先ほど歳入で説明しましたけれど

も、昨年７月１０日に執行した参議院の通常選挙の執行経費であります。歳出３３７万

６,２５２円、国からの委託金、歳入も同額の３３７万６,２５２円で執行しております。

５項の統計調査費、これについては例年どおりの執行状況。

それから、監査委員費、これも例年どおりの執行状況であります。

３款民生費、決算額６億１,９８８万８,８５８円。社会福祉費、社会福祉総務費の民生

費事業実施状況一覧、これについては資料ナンバー２８－１をつけておりますので、後ほ

どごらんいただきたいと思います。主要事業の中で、医療費助成、町民課の国保衛生が担

当しております。

ちなみに、社会福祉総務費の３億８,２５４万２,９４７円の、課それぞれの執行状況に

つきまして説明します。まず、総務課の企画財政室では、国保会計と介護保険会計への繰

出金、国保会計の繰出金が２,６４８万９,６００円、介護保険会計への繰出金が４,４８

３万２,０００円、合わせて７,１３２万１,６００円。総務課総務担当の職員人件費、社

会保険料等で６,２１０万４２４円。それから、町民課の国保衛生担当では、子ども、重

度心身障害者、ひとり親家庭等の医療費助成、これが１,７８３万７,６１９円。保健福祉

センターの福祉担当が２億２,９９０万１,９３１円。介護保険担当が１３８万１,３７３

円の、各課各担当の業務と決算額になっております。

６０ページ、主要事業の主な点を申し上げます。

まず、医療費助成ですけれども、子どもの分、対象者は３０９名、前年から見るとマイ

ナス１２名です。町の単独拡大分、そのうち２１４名であります。前年度から見ると５名

の減。受診件数は１,０７０件、前年度から見ると２２１件の増。助成額が４５５万７,７

２８円で、９７万６,８９９円ほど増となっております。小計としては、対象者３０９名

で、マイナス１２名。受診件数が１,８８１件、前年度より５２３件増。助成額が７４９

万５,６７７円で、７９万９,５８０円の増となっております。
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重度障害につきましては、町単独分では対象者は３名、前年度から見ると３名増。件数

も４３件増。助成額２５万９,２３８円であります。小計では、対象者１２９名で、前年

度より８名の減。受診件数では３,１７６件で、前年度から見るとマイナス１２件。助成

額が８５５万８,７９２円で、前年度から見ると１００万６,３２１円の減であります。

ひとり親家庭等は、対象者が４９名で、前年度から見るとマイナス２名。町の拡大分に

ついては２名、前年度から見るとマイナス２名。受診件数が２２件、前年度から見るとマ

イナス６件。助成額が３万９,１８５円で、前年度から見ると５万５,３９３円の減。小計

では、４９名でマイナス２名。件数２６７件ですが、４４件のマイナス。助成額５２万

２,３３７円で、１０万１,１７７円の減となります。

合計として、対象者は４８７名ですが、前年度から見ると２２名の減。受診件数が５,

３２４件、前年度から見ると４６７件の増。助成額が１,６５７万６,８０６円で、前年度

から見ると３０万９,９１８円の減となります。

６１ページ、職員手当等の不用額２７万３,８３０円は、勤勉手当で１４万３,６７５

円、扶養手当で７万８,０００円が主な内容であります。

６２ページになります。主要事業については、ここに記載のとおりですが、防犯灯につ

きましては３４１灯、前年度から見るとマイナス７灯であります。

それから、交通費助成、助成券交付ですが、高齢者５６９名、前年度から見ると２２名

の増。障がい者１２７名、前年度から見ると１２名の増であります。

臨時福祉給付金、５４９名。年金生活者等支援臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者

向けが９６名と、高齢者向け給付金４７０名、合わせて５６６名。１,６９８万円となり

ます。

福寿荘の火災見舞金、昨年１１月２５日に火災がありましたが、町民災害見舞金として

６世帯、１世帯５万円の３０万円。これは１９節負担金、補助及び交付金の中に入ってご

ざいます。

動産補塡見舞金６世帯、１世帯５０万円、３００万円。これは扶助費の中に入ってござ

います。

扶助費の不用額７５１万５,１１７円の内訳でございますが、まず医療費助成、子ど

も、ひとり親、重度障害者等の医療費助成の不用額が１５８万７,１９４円。交通費助成

が２３万４０円。身障者更生医療が１５０万２,０３３円。身障者補装具交付が１８万９,

１０４円。療養介護医療費が１３万３,８４８円。地域生活支援費が１０万７,２７１円。

障害者介護給付費が１８１万５,１３６円。障害者訓練等給付費が１８７万８,７４１円、

合わせて７４４万３,３６７円が主な内容であります。

２８節の繰出金７,１３２万１,６００円、先ほど説明しました国保会計に２,６４８万

９,６００円。介護保険に４,４８３万２,０００円。４３６万７,４００円、この不用額

は、国保会計繰出金の残でございます。

２目の老人福祉費１億２,７４２万６,６４９円ですが、主要事業の中で、デイサービス
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センター運営費１,４０７万３,０９６円ですが、利用状況を申し上げます。要支援１が３

９４人、要支援２が７０５人、要介護１が８５１人、要介護２が６３６人、要介護３が４

２６人、要介護４はゼロです。要介護５が３４人、合わせて３,０４６人の延べ利用者数

であります。なお、前年度から見ると、合計で２２７人の増となっております。

なお、老人福祉費については、２８－２に資料をつけておりますので、後ほどごらんい

ただきたいと思います。

それからその下、一つ飛んで、居宅介護支援事業所運営費１７９万１,９３５円、これ

は、利用延べ人員は、要支援１、２が５１人、要介護１、２が１８１人、要介護３、４、

５が８６人、合わせて３１８人であります。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

説明を続けます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、６４ページをお開きください。

６４ページの主要事業の中から一、二点申し上げたいと思います。下から６行目ぐらい

ですか、地域介護予防活動支援事業、ほっとカフェですけれども、６回開催しまして、９

６名の参加がございました。その上の公用車購入ですけれども、介護予防・日常生活支援

総合事業用車両ということで１台、訪問型サービスＡに係る事業の一環でありますけれど

も、車両１台を購入してＮＰＯに貸し付けをしております。一番下のふれあいの郷の改修

工事、これは火災に伴っての改修工事でありますけれども、５０６万５,２００円の工事

請負費ですけれども、財源としては、建物共済金が歳入で５０６万５,０００円入ってき

ております。

６５ページ、需用費で８４万７,８３８円の不用額がございますが、主なものとして

は、福寿荘の分が４８万９,３０８円、高齢者交流センター分で１８万９,０９６円、ふれ

あいの郷で８万１,４６６円が主な内容となります。

後期高齢者医療費の繰出金１,６４４万９９６円は、後期高齢者医療特別会計への繰出

金となります。

児童福祉費の児童福祉総務費、主要事業の中で、乳幼児紙おむつ用埋め立てごみ袋の支

給ですが、３９世帯、１７万５,８００円ですが、これは需用費になります。世帯数でい

けば、前年度から見ると７世帯増となっております。それから発達支援ということで、発

達支援推進事業として、子どもカフェを９回開催しまして、保護者を含めて７６０名の参

加がございました。出産祝い金、２８年度からの新たな事業としてですが、制度化しまし

て、実績としては１０名の１２０万円。特に、第５子で１人、第４子で１人がふえており

ます。１２０万円ということで、これは８節報償費のほうに、決算額１２３万３,８６０
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円のうち、出産祝い金が１０人、１２０万円を含んでおります。需用費２５万７,３４５

円ですけれども、紙おむつのごみ袋１７万５,８００円、発達支援推進事業の７万６,８３

２円もこの中に含んでございます。

次の６７ページ、扶助費で３６万８４３円の不用額がございますが、これは身障児の補

装具分が２８万５,０００円、障害者育成医療分が７万１,０００円が主なものです。

２目の児童福祉施設費、これは保育所の運営費ですけれども、資料ナンバー２９に児童

福祉関係の実施状況をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。歳入

で説明しましたけれども、３月２７日の卒園式現在では、２歳児が１１人、３歳児が１５

人、４歳児が２４人、５歳児が１９人の合わせて６９名ということになります。

給料から１９節までは、例年どおりの執行となります。１９節、２２７万３,５６０円

には、給食の負担金２２５万４,５６０円を含んでおります。

次の６８ページ、児童措置費、児童手当関係ですけれども、資料ナンバー３０をつけて

おりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

３項の国民年金費についても、資料ナンバー３１をつけておりますので、後ほどごらん

いただきたいと思います。国民年金費、給料から役務費までは従来どおりの執行です。

衛生費、保健衛生総務費、６９ページ、手当で２９万６,９４９円の執行残、これは時

間外手当が１４万６,６２９円、勤勉手当が１４万６３円が主な内容です。

７１ページ、２３節償還金利子及び割引料４万９,６８０円、これは未熟児の療育医療

費の返還でありまして、２８年度で、対象者１人として予算を計上しておりましたけれど

も、結果として、対象者がなかったということでの返還となります。

２目の保健衛生施設費２,４３９万５,８６６円の決算ですが、内訳としては、保健セン

ター分で１,９１３万４,２１３円、公衆浴場分で５２６万１,６５３円の決算でありま

す。７０ページの主要事業のところで、公衆浴場・歩行浴施設関係が出ておりますが、合

計として１万９６８人、前年度から見ると５５５名の減であります。一方、歩行浴利用者

については８０３名ということで、前年度から見ると１２２名の増となっております。

３目の予防費関係です。７２ページになります。主要事業の中で、各種検診、健康診

査、予防接種につきましては、資料ナンバー３２をつけておりますので、後ほどごらんい

ただきたいと思います。この中で、予防接種の中で、表の下から４行目、日本脳炎２６５

名ですが、まず、委託料で２６２名、償還払い、つまり、２０節の扶助費で３名の２６５

名。その横の高齢者肺炎球菌４２名ですけれども、委託料で３９名、扶助費で３名、それ

からインフルエンザ４５８名ですけれども、委託料で４５１名、扶助費で７名の内訳と

なっております。７３ページで、１３節委託料１,２８３万２,９１６円ですが、この内容

としては、健康診査、予防接種、各種検診関係で１,２７６万６,０３６円。療育指導者派

遣で６万６,８８０円の内訳となっております。不用額４９万３,０８４円は、健診関係で

８万３,９１０円、予防接種で４０万９,０５０円が主な内容であります。

扶助費で２８万９,３０６円の不用額ですが、妊婦健診交通費助成が１５万２,６５０円、
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日本脳炎予防接種で５万３,４９０円の残が主な内容になります。

環境衛生費につきましては、例年どおりの執行状況です。１３節委託料で３７万５,２

６５円の不用額ですが、火葬業務で３６万３,０８０円の不用額がこの中に含まれてござ

います。

診療所費、繰出金ですが、１億３,４００万４,０００円。直診会計への繰出金でありま

す。

２項の清掃費、次のページになります。１９節負担金補助及び交付金の中の不用額２３

万２,８５５円は、し尿の搬送助成金２３万１,７００円が主な内容になります。

塵芥処理費、主要事業でありますが、収集量合計で４５２.１トン、前年度から見ると

３１.２トンのごみの減量化になってございます。７５ページ、需用費で４０万２,７６１

円の不用額、修繕料が３１万２,３７２円、消耗品費で８万９,１４９円の執行残を含んで

ございます。あとは例年どおりの執行状況となります。

水道費、これは小利別の専用水道であります。主要事業はここに記載のとおりですが、

御存じのとおり、小利別から下勲祢別の松浦さん宅前までが小利別の専用水道でありまし

て、２９年３月末の戸数では２３戸と、前年度と同じ戸数になっています。需用費で２１

万１,７６１円、これは修繕料が１０万円、光熱水費で５万６,３７９円、消耗品費で４万

５,３８２円の不用額。委託料で３２万２,５５７円の内訳は、管路等の修繕が２３万８,

０００円、施設保全作業で６万６,９６８円の執行残であります。

２目の水道費については、簡易水道事業特別会計への繰出金８,３６９万８,０００円で

あります。

５款の労働費、労働諸費につきましては、例年どおりの執行状況であります。１９節負

担金補助及び交付金で２５万１６７円の不用額がありますが、ふるさと東十勝通年雇用促

進協議会の負担金の残１８万７,２６７円、振動病予防対策で３万７,８００円の執行残が

主な内容であります。

緊急雇用対策費でございますが、１１節から１６節までは、例年どおりの執行状況です

が、主要事業の中であります委託料１,３３７万７,７６０円については、町内６社、延べ

７６９人が利用してございます。

３目の雇用再生対策費、地元雇用促進事業でありますが、ここに書いてあるとおり、事

業者の雇用促進支援で、新規雇用１８名、１,２７６万１,６６７円です。前年度１０名で

すから、８人の増となります。この内訳ですけれども、まず、平成２７年度からの継続者

は、農業関係で３名、そのうち１名は既に退職しております。商業関係で２名、これも１

名退職があります。福祉関係で１名、建設業で１名、７名の継続ですが、そのうち２名が

退職しております。新規としては、町内者が８名、十勝管内が７名、道内が３名の１８名

です。農業関係で１１名、１名退職です。建設業で１名、福祉関係で２名、商業関係で４

名、１名退職であります。合わせると２５名となりますが、退職も４名ございます。

次が農林水産業費であります。農業費については４億３,１９７万５,３６７円の執行で
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あります。繰越明許費が２億９,０４３万９,０００円ございます。

１目の農業委員会費については、ここに記載のとおりでありまして、例年どおりの執行

であります。

農業総務費については、職員の人件費のみの計上であります。手当で２３万７８６円、

時間外勤務手当で７万８,４９２円、勤勉手当で１４万８,９１６円の不用額が主な内容で

す。

農業振興費、８０ページになります。主要事業の中で、特に、○印の下から４行目、新

農業人育成事業、営農実習奨励金１６５万円、１名でございます。経営自立補助金２０万

９,９１０円につきましては、固定資産税の対象者が２名、農地の賃貸借が１名となって

おります。一番下、農協への優先出資金１億円、新規でございます。これは２４節になり

ます。１９節の負担金補助及び交付金で２８３万５,３３４円の不用額がございます。内

容としては、農業関係制度資金利子補給事業が７３万７,６３４円、農林推進協議会補助

金が８２万５,１４８円、農業近代化資金利子補給事業が１２０万４,０９８円の内訳と

なっております。

畜産業費です。主要事業の中では、下から３行目の優良家畜導入支援事業、家畜導入貸

付金７,６２５万円ですが、これは搾乳牛９０頭の貸し付けになります。資料ナンバー３

３に事業一覧を載せておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

畜産業費では２億４,７７８万９,０００円の繰越明許費がございます。これは１９節で

あります。１９節の予算額が２億６,５９６万９,０００円ですが、支出済額が１,６４０

万６,３５９円。予算と支出額の差し引きが２億４,９５６万２,６４１円。そのうち２億

４,７７８万９,０００円が繰越明許費となります。内容としては、クラスター協議会への

補助金ですが、ＪＡ、農協分が下斗満、殖産、関地区の哺育センター、育成センター、管

理センター関係が２億７５６万円、北斗牧場の乾乳牛分娩舎、１棟４,０２２万９,０００

円が内容であります。その不用額ですが、１７７万３,６４１円。これはクラスター協議

会への補助金が４６万２,３８５円。クラスター協議会への補助金で、ＪＡ哺育導入舎、

１３０万５,５００円の不用額が出ております。

農地費の繰越明許費で、８０ページですが、２,２５０万円。これは一番下の農業競争

力強化基盤整備事業、陸別地区草地畜産基盤整備事業、道営事業ですが、現年度分と繰り

越し分ですが、この繰り越し分のところが２,２５０万円ですが、実際の支出額は２,２４

９万９,６４０円、それから現年度分が１,１７１万９,１４７円、合わせて３,４２１万

８,７８７円となります。予算の５,４３７万円から現年度分の１,１７１万９,１４７円を

差し引いた４,２６５万８５３円ですが、このうち４,２６５万円が２９年度への繰越明許

費となります。次、８３ページになります。ただいま言いました１９節で、予算額８,０

８８万２,０００円、支出済額が３,８００万６５７円、この差額４,２８８万１,３４３円

の中に繰越明許費が含んでございます。

営農用水管理費、主要事業はここに記載のとおりですが、上陸別地区とトラリ地区の営
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農用水であります。上陸別につきましては、年度末で３０戸、２戸の増。トラリ地区は、

年度末で１９戸、前年度と同じ戸数であります。決算額１,７７４万８,００３円。この内

訳としては、上陸別１,４４９万１,５２３円と１,８３０円を足した額。トラリ地区が３

２５万４,６５０円であります。需用費で２７万３９２円の不用額は、光熱水費で１５万

１,１９２円、消耗品費で１１万１,３６０円。委託料で４４万７,８８６円の不用額は、

管路等修繕が２１万３,８４０円、水質検査で１７万６,０２８円、水道メーター取りかえ

で５万７,１７８円の不用額となっております。主要事業の中で、２行目の水道管支障移

転、上陸別地区営農用水第１号幹線配水管路支障移転工事９２３万４,０００円は、１５

節の工事請負費でございます。

公共草地管理費につきましては、例年どおりの執行状況です。主要事業にある登良利地

区公共草地配電線路の災害復旧工事２５４万８,８００円は工事請負費でございます。

８４ページ、８目の農畜産物加工研修センター管理費、利用実績につきまして、資料３

４をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。給料以下、備品購入費

までは、例年どおりの執行状況であります。

２項の林業費１目の林業振興費。８６ページに主要事業を記載しております。森林保護

事業、民有林造林促進事業、未来につなぐ森づくり推進事業補助金、これは資料ナンバー

３５をつけております。その下、森林整備担い手対策推進事業、林業長期就労促進担い手

対策事業、退職金共済制度加入促進事業、この三つについては、資料ナンバー３６をつけ

ておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。町有林管理費でも申し上げまし

たけれども、キクイムシ被害がございますので、事業の見直しなり変更をして実施してお

ります。工事請負費については、治山工事１,３８７万８,０００円、これは岡山地区の小

規模治山工事でございます。２７、２８年度で完了であります。他の節については例年ど

おりの執行状況。

２目の狩猟費ですが、５５６万５,７３９円で、例年どおりの執行状況です。１８節１

０５万９,０００円は、デジタルトランシーバー２０台購入、備品購入費でございます。

８節報償費で６４万９,５３１円の不用額、これは奨励金の不用額であります。

林道新設改良費、主要事業についてはここに記載のとおりであります。２段目の林道維

持管理から、二つ飛んで林道開設工事まで４行ですが、工事請負費で４,６７７万４８０

円であります。

次、８８ページ、商工費になります。商工総務費については、給料、手当、共済費、職

員人件費でございます。

商工振興費で、主要事業はここにございますが、商工業振興事業のうち２段目の商工振

興事業補助金、商工会への補助金で、プレミアム商品券８００万１,２３０円ですが、こ

れは昨年の７月と１１月に、プレミアム２０％の２,０００セットを２回、４,０００セッ

トを実施しております。使用枚数が９万７,７７８枚、７９８万１,４９９円。事務費が１

万９,７３１円で、合計８００万１,２３０円であります。商工振興の日産自動車購入費助
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成は１４台、２９１万６,７７０円であります。１９節の不用額３７７万８９３円の内訳

ですけれども、中小企業融資制度保証料補給金が９４万９,５２０円、中小企業経営安定

資金が８７万２,８７７円、商工振興事業で１８６万５,２６６円が主な内容です。商工振

興事業の内訳としては、商工会運営分で１３９万６,３５８円、ぷらっと共有部分で３６

万９,３３８円、プレミアム商品券分で９万８,７７０円が主な内容です。

観光費です。８８ページ、繰越明許費で２,９０４万８,０００円。これについては、実

支出額は２,８７２万２,４８７円であります。８８ページの一番下、温泉スタンド改修、

繰越明許費、１５節７５２万７,６００円。次の９０ページになります。２行目の地方創

生加速化交付金関係は、資料１３、１４を後ほどごらんいただきたいと思います。

４目の公園費、これについては例年どおりの執行状況。

消費者対策費、主要事業の中にありますが、消費生活相談窓口開設、月２回の２４回開

催しておりまして、相談が１件ありました。それから町広報紙を活用してＰＲも実施して

おります。それから、消費生活支援事業、くらし塾、月１回開催しまして、１２回開催し

ております。延べ４７人の参加でございます。報償費以下、例年どおりの執行状況になっ

ております。

９２ページ、土木費ですが、建設課担当の工事一覧、資料ナンバー３７－１、２をつけ

ておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。土木総務費については、職員人

件費が主な内容であります。職員手当等で８３万５,８０１円の不用額、時間外勤務手当

で７３万６,０７７円、勤勉手当で９万８,４８０円の不用額が出ております。主要事業に

なります。樋門管理３２万４,０００円は委託料でございます。

道路橋りょう費、１目の道路橋りょう総務費、主要事業はここに記載のとおりですが、

この科目で大きいのは、公用車、除雪グレーダー１台３,２３１万３,６００円、備品購入

費になります。グレーダーの予算としては、備品購入費と役務費の２９４万４,５０３円

のうち６９万１,８１０円、合わせて３,３００万５,４１０円がグレーダー購入に要した

経費でございます。需用費の不用額１３５万２,８６２円は、消耗品費で５２万１,６５０

円、修繕料で８２万９,７４９円が主な内容であります。

道路維持費、９４ページになります。主要事業の除排雪業務から、下から三つ目の砂箱

設置までは委託料になります。ここに記載の事業について、合計が８,５０３万３,９６２

円、通常の道路維持補修分が４０３万６,８６５円、合わせて８,９０７万８２７円となり

ます。排水整備工事、法面補修工事は１５節になります。合わせて３,６３２万４００

円。不用額、委託料３６６万１７３円の不用額の内訳ですけれども、管渠清掃が２０万

１,９７５円、区画線設置２２万５,０００円、路面補修９９万４,０００円、縁石取りか

えが３８万８,０００円、町道維持補修１７６万６,１６０円の不用額が主な内容でありま

す。１７節公有財産購入費９万５,４０４円、これは東１条仲通りの土地購入２０.７４平

方メートルの購入に係る経費。２２節の補償補填及び賠償金４９万６,５６０円も同様

に、立木補償分であります。
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橋りょう維持費、主要事業に記載とおりであります。まず、測量試験費、上段２件につ

いては委託料７８３万円であります。真ん中の橋りょう補修工事、橋りょう長寿命化新恩

根内橋補修工事から、一つ飛んで橋りょう長寿命化弥生橋補修工事その２まで、これは工

事請負費で２,６１５万７,６００円。その下、北海道市町村支援連絡協議会に対する負担

金、陸別町橋りょう提携委託業務負担金、１１橋で１,１２７万６,２８０円、これは１９

節になります。

道路新設改良費であります。主要事業としてはここに記載のとおりであります。一番上

の測量試験費は、町道新町７号通りの道路設計委託料、道路改良工事では、町道殖産４号

線舗装工事３６２万８,８００円、同じく町道殖産４号線の道路改良工事３７７.０７メー

トル、４,６７６万４,０００円であります。殖産４号線については、ユニバースの前の町

道でありまして、２７年度から実施設計をして工事を進めてきております。２８年度まで

で１億３,３１２万８００円を執行しておりまして、今年度も舗装工事として２,１９２万

４,０００円ほど、３０年度においても舗装工事として９００万円ほどを見込んでおりま

すので、トータルとしては１億６,５００万円ぐらいの工事の見込みで、今、試算として

の見込みであります。

次の９６ページ、街路灯費、２９年３月末で１８２基の管理であります。そのうち８３

基のＬＥＤ化を実施しております。需用費で１５３万２,３２６円の不用額は、光熱水費

で９５万４,６６６円、修繕料で５７万７,６６０円の不用額であります。

河川費、主要事業に記載のとおり、委託料でありまして、普通河川の鹿山川ほか護岸補

修委託料で１９９万８,０００円、鹿山川ほか河川補修で１０１万６,０２０円、合わせて

３０１万４,０２０円が１３節になります。

住宅費、住宅管理費、９７ページ、１１節で８８２万２,１４４円の執行ですけれど

も、修繕料８３４万２,９７２円をこの中に含んでございます。不用額６８万６,８５６円

ですが、この中には修繕料として６２万１,０２８円の執行残が主な内容になります。

９８ページになります。上の表は、町営住宅の管理の状況であります。公営住宅改修、

給湯器更新工事で７３４万４,０００円、これは工事請負費になります。

住宅建設費、主要事業に記載のとおりです。公営住宅Ｎ棟１棟２戸、公営住宅建設と外

構工事で４,３０７万４００円、公営住宅改修Ｗ、Ｘ、Ｙ棟の屋根防水、外壁塗装、電話

設備用配管移設他工事までが１５節で５,２６５万８,６４０円。その下の新町団地公営住

宅Ｎ棟の外構工事に伴う補償費８０万３９円、これはＮＴＴ電柱２本の移設補償でござい

ます。

下水道費につきましては、公共下水道事業特別会計への繰出金８,５７１万８,０００

円。

消防費につきましては１億５,７９７万３,７２２円。消防団に係る経費が１,４１９万

１,７２２円。とかち広域消防事務組合の負担金が１億４,３７８万２,０００円でありま

す。１目の消防費については、消防団に係る経費でございます。まず、報酬のほうでは１
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９３万７,７３２円、３月末で団員５３名分であります。報償費１０３万３,０００円は、

団員４名の退団に伴う退職報償金。旅費で１０１万８,０６０円の不用額は、団員の費用

弁償が１００万１２０円、普通旅費が１万７,９６０円となっています。需用費４５万７,

４８９円の不用額の内訳としては、消耗品費が３０万３,６０９円、食糧費が６万３,３５

０円、光熱水費が２万７,３２２円、修繕料５万３,４６０円が主な内容であります。旅費

ですが、５１１万６,９４０円の内訳、団員に係る分が４３８万６,９４０円、広域消防に

係る分が７３万円ほどございます。１９節１億４,５４６万２,４１０円ですが、消防団分

として２４１万４１０円、とかち広域消防事務組合の負担金が１億４,３０５万２,０００

円となってございます。

災害対策費であります。主要事業の中に、防災対策として、防災用備蓄品の購入１２９

万２,８０８円、これは通常の分の予算執行になります。災害見舞金、町民災害見舞金２

３世帯、２３万円。これは昨年の台風７号、１１号、９号に係る避難対象世帯に対する見

舞金でありまして、２３世帯、１世帯１万円の２３万円、これは扶助費になります。職員

手当で３３０万２,５３７円、職員の時間外勤務手当が主でして、経常分で１３万９,２２

３円、台風による対策本部関係で１,３０１時間、３１３万３１４円、消防１１名分、町

職員４４名分であります。需用費１０７万６,８３９円、防災対策で９０万３,５２８円、

台風の対策本部で１７万３,３１１円です。１４節使用料及び賃借料、８万７,１９６円の

不用額が出ておりますが、実は台風７号、１１号、９号の関係で避難勧告を出しまして、

避難所に寝具借上料として８万７,０００円を予算計上しておりましたけれども、確定額

が５万３,９００円ですが、実は未執行、未払いで決算を終えてしまったということが判

明しました。職員には注意しましたけれども、今後このようなことがないようにしたいと

思っておりますが、この未払額５万３,９００円については、今年度において予算を流用

して支払いを完了しているところであります。

１０款教育費の教育委員会費については、報酬から１９節までは例年どおりの執行。事

務局費については、主要事業はここに記載のとおりですが、大きいものとしては、教員住

宅の建設、Ｂ棟の１棟２戸と外構工事、電気設備、機械設備、解体工事が主な内容であり

ます。決算額１億２,８１１万９,８９２円の中身としては、教員住宅建設事業で４,６９

９万３,６９７円、職員人件費で７,８２３万４,２２０円、合わせて１億２,５２２万７,

９１７円が主な内容であります。職員手当で７５万２,０７７円の不用額、時間外勤務手

当が５９万６,９４８円、勤勉手当が１５万２,１９０円の不用額であります。役務費で３

万円の繰越明許費、これは教員住宅建設に係る手数料関係です。次のページ、工事請負

費、繰越明許費で４,４１０万２,０００円、これも教員住宅建設１棟２戸分の２９年度へ

の繰越明許費となります。

教育振興費は、主要事業についてはここに記載のとおりであります。特にこの中では、

学習支援員と英語指導助手の賃金、共済費、旅費ですとか役務費関係がございます。ポイ

ント的に申し上げますと、まず、共済費２３４万７,２１５円の内訳としては、学習支援
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員で１２８万９,３５３円、英語指導助手で１０５万７,８６２円。不用額２２万９,７８

５円は、学習支援員に係る不用額。賃金８１８万８,６３０円の内訳として、学習支援員

で４５４万７,３７０円、英語指導助手で３６４万１,２６０円。不用額が７万３,３７０

円ありますが、このうち７万１,６３０円は学習支援員の分。報償費で１２万５,４２６円

の不用額がございますが、これは土曜授業分で４万４,０００円、経常分で８万１,４２６

円の不用額でございます。旅費６０万８,７４７円のうち６０万１,０２７円は英語指導助

手分であります。同じく需用費１８万２,７７５円のうち１０万６,０４８円が英語指導助

手分。不用額で１２万７,３７５円ございますが、そのうち１１万９,１０２円が英語指導

助手分。役務費７万４,７５２円の執行ですけれども、そのうち６万７,５０２円が英語指

導助手分。不用額１万３,２４８円は土曜授業分でございます。使用料及び賃借料で８２

万６,８５０円、これは英語指導助手分。１９節２１６万１,９８７円のうち９万７,１８

０円は英語指導助手分となります。

４目のスクールバス運行管理費、これについては例年どおりの執行であります。主要事

業の中で、利用状況がございますが、合計で、上陸別線で１,９４０人、小利別線で６,０

２６人、殖産トラリ線で２,９５３人、西斗満線で６,２７０人、合わせて１万７,１８９

人となります。前年度は１万６,２２４人ですから、前年度から見ると、延べですが、９

６５人の利用増となります。２２節の補償補填及び賠償金３４万８,８８３円は、昨年９

月１６日のスクールバス事故に係る賠償金でございます。

教育研究所費は、報酬から負担金までは例年どおりの執行。

小学校費です。ことしの３月３１日現在ですが、１年生が１４人、２年生が２３人、３

年生が１５人、４年生が１４人、５年生が１７人、６年生が１４人、合わせて９７人の児

童数であります。報酬から１４節までは例年どおりの執行状況であります。需用費で４０

万３,１７８円の不用額がありますが、これは燃料費で３６万２５０円、光熱水費で２万

２,６２４円、修繕料で１万９,５２４円であります。工事請負費については、主要事業の

一番下、学童保育所駐車場の整備工事６５１万２,４００円であります。

教育振興費につきましては、１１節から扶助費まで例年どおりの執行状況。

中学校費ですが、３月３１日現在、１年生が１３人、２年生１７人、３年生２１人の合

わせて５１名の生徒数であります。主要事業はここに記載のとおりでありますが、１１節

から１４節までは例年どおりの執行状況。需用費で８８万３,９１４円の執行残ですが、

燃料費で６８万６,６６０円、光熱水費で１５万５６９円、印刷製本費で２万９,８８０円

の執行残であります。

次のページになります。教育振興費で、特に就学援助の関係ですが、扶助で、準要保護

９名でありますが、昨年度から見ると４名の増と。学用品費からＰＴＡ会費まで、３６名

になりますが、前年度決算から見ると１７名の増となります。それから扶助、特別支援教

育も３名で、前年度から見ると１名の増。学用品費から修学旅行費まで合わせますと７名

ですが、昨年度は３名ということで、４名の増となっております。需用費で３０万２,２
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００円の不用額ですが、消耗品費で２１万６,６６６円、修繕料で６万８,０００円の不用

額が出ております。

社会教育費につきましては、主要事業はここに記載のとおりですが、学童保育所指導

員、この中で、学童数は、３月３１日現在では２２名となっております。報酬から次の

ページの１９節までは例年どおりの執行状況ですけれども、賃金で２３万７１３円の不用

額、社会教育指導員で７万２,７５０円、学童保育所で１５万７,９６３円の不用額。報償

費で１９万８,２０４円の不用額ですが、ことぶき大学で１２万８,２００円、学校支援地

域本部事業で６万９,７００円の不用額。１１３ページ、１９節で７８万４,２２０円の不

用額がございますが、文化芸術鑑賞で３５万７,６８１円、文化団体活動推進事業で９万

１,９８６円、冒険・体感ｉｎとうきょうで２８万９０３円が主な内容であります。

公民館費につきましては、主要事業はここに記載のとおりですが、報償費から１９節ま

では例年どおりの執行であります。需用費で１３万１,１４１円の残がありますが、光熱

水費で８万３,５８８円、燃料費で２万６,３２０円が主な内容であります。

文化財保護費についても例年どおりの執行状況になります。

それから、保健体育総務費についても例年どおりの執行状況。負担金補助及び交付金で

２１万１,２０６円の不用額がありますが、スポーツ振興基金運用事業で１２万２,３４１

円、全国大会等参加事業で３万５,１００円、十勝東北部体育大会で３万３,３５２円が主

な内容です。

体育施設費につきましては例年どおりの執行状況になります。

学校給食費、職員人件費２人分、給料、手当、共済費。そのうち共済費３９７万９,２

００円ですが、そのうち職員給に係る分が２５７万５,８６５円。２節給料、３節手当と

合わせますと、職員人件費で１,８２１万４,０７１円になります。

１１６ページの表の中で、簡単に申し上げますが、まず、収入のほうで、給食センター

１,２７０万９,９０８円とございます。この中で、保育所２２５万４,５６０円、小学校

が４５０万３,６００円、中学校が２８１万３,０００円、合わせて９５７万１,１６０円

になりますが、これは歳入歳出同額となります。したがって、過疎ソフト事業で９５０万

円ほど歳出のほうで充当しております。それで、管理費の３,８２１万１,０５３円から給

食センターの収入１,２７０万９,９０８円、それと基金を取り崩しておりますので、１,

９６０万円を足しますと３,２３０万９,９０８円ということで、差し引き５９０万１,１

４５円が一般財源の充当ということになります。１１節需用費１１２万８１９円の不用額

ですが、燃料費で１０万２,３５８円、光熱水費で２３万１,７４１円、賄い材料費で７２

万１,４２３円の不用額が出ております。

１１８ページ、災害復旧費、これは昨年８月の台風７号、９号、１１号の被害に係る復

旧費であります。農業用施設災害復旧費については、ここの表に記載のとおりでありま

す。林業用施設災害復旧費についてもこの表のとおりであります。公共土木施設災害復旧

費、道路橋りょう災害復旧費についても、１２０ページの表のとおりでございます。１２
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１ページで、需用費で３４万７,０００円、工事請負費で５７１万６,０００円ですが、こ

れは、繰越明許費として、陸別薫別線に係る明許費となります。

公債費については、元金４億９,７０７万３,２５３円。利子が４,４１１万４,７３０

円。なお、資料ナンバー２０に起債残高推移の資料をつけております。利子で２０６万

９,２７０円の不用額がございます。償還分で１６２万９,５１６円、一時借入分で４３万

９,７５４円ですが、この償還分１６２万９,５１６円のうち１５９万７,２１５円につい

て説明いたします。内容としては、平成１７年に借り入れをした臨時財政対策債の１０年

目の利率の見直しが２８年度にございまして、当初は２％でしたが、利率の見直しが０.

１％に変更になったことによって、先ほど言った１５９万７,２１５円の不用額が出たと

いう内容であります。

予備費については未執行でございます。

歳出、支出総額が４７億８,２４９万８,２３６円、明許費が３億７,１５３万５,６００

円、不用額が８,２７７万７,１６４円であります。予算流用は１６件、２５９万６,９９

７円であります。

１２４ページ、２８年度の陸別町一般会計決算書、実質収支に関する調書であります。

歳入総額が４９億７７８万７,０００円。歳出総額が４７億８,２４９万８,０００円。

歳入歳出差引額が１億２,５２８万９,０００円。翌年度に繰り越しすべき財源、繰越明許

費繰越額２,７９５万２,０００円。実質収支額が９,７３３万７,０００円。基金繰入金

５,０００万円、これは財政調整基金に積んでございます。差し引き残４,７３３万７,０

００円が翌年度への繰越金となります。

１２５ページ、財産に関する調書であります。公有財産の総括表でありますけれども、

行政財産、普通財産、土地建物に係る移動の内訳でございますが、行政財産については、

１２６ページ、１３５ページ、普通財産については１２７ページ、１３５ページ、山林、

有価証券については１２８ページ、出資に係る権利については１２９ページ、備品、物品

については１３０ページから１３３ページ、債権、基金については１３４ページにありま

すので、後ほどごらんいただきたいと思います。

以上で、議案第７０号についての説明を終わりまして、次、７１号の説明に移ります。

○議長（宮川 寛君） ２時１０分まで休憩いたします。

休憩 午後 １時５５分

再開 午後 ２時１０分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

説明を続けます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第７１号平成２８年度陸別町国民健康保険事

業勘定特別会計歳入歳出決算認定について御説明を申し上げます。

１７２ページ、説明資料のほうをごらんください。
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１７３ページになります。第１表、国民健康保険事業状況最近年度比較表であります

が、これは後ほどごらんいただきたいと思います。

第２表、歳入歳出決算の総括です。予算額４億９,４８８万５,０００円に対して、歳入

決算額が４億９,４４５万９,５６７円、歳出決算額４億７,８５４万１,１７２円で、差し

引き１,５９１万８,３９５円が２９年度への繰り越しとなります。歳出の執行率は９６.

７％となります。

第３表、歳入実績最近年度比較表ですが、国保税が、収入済額が８,７０９万７８円

で、２７年度から見ると１１３万７,８９５円ほど増となっております。不納欠損３万５,

７００円は、１人、１件。収入未済額が３７５万９,７２２円で、３３人、１９０件であ

ります。あとは国庫支出金以下、諸収入まで比較として載せてございます。

次のページに移ります。第４表、歳出実績最近年度比較表でありますけれども、２款の

保険給付費において、２８年度は２億５,３８７万８６７円ということで、２７年度と比

較しますと１,７８９万９,２３０円ほど減額となっております。

第５表、１７６ページは、２４年度からの国保税収入の比較表になっております。

第６表は、歳入歳出の５年間の決算額調でございます。

それでは、１４９ページをお開きください。

１４９ページ、歳入であります。国保事業の一覧、収支決算については、資料ナンバー

３８－１から４までをつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

国保税の収入済額８,７０９万７８円で、９５.８％の収納率でございます。一般被保険

者国保税については、年度末ですけれども、２８年度４５５世帯、前年度から見ると１７

世帯の減、被保数は７４７人で、前年度から見ると４４人の減となってございます。現年

課税分です。収入済額が８,４１０万３,１６９円。収入未済額が２３１万６,６００円、

１８人の１０７件、このうち８月末までに５人、７件、１２万９,１００円が入金となっ

ております。滞納繰越分、収入済額１６５万２,５７８円、不納欠損が３万５,７００円、

１人、１件です。収入未済額が１４４万３,１２２円、１５人の８３件、８月末までに６

人、１０件、１７万４２２円が入金となっております。

なお、滞納繰越分の収入済額の中には、税滞納整理機構から２６件、７４万５,８７８

円が収入済みであります。国保税の一般と退職とを合わせたものでいくと８,７０９万７

８円で、この中に滞納整理機構の分が２６件、７４万５,８７８円が入っています。不納

欠損が１人、１件、３万５,７００円。収入未済額が３３人の１９０件の３７５万９,７２

２円となっております。

２目の退職被保険者等国保税は、これは６０歳から６４歳までですけれども、年度末の

世帯数は７世帯、前年度から見ると６世帯の減。被保数が１０人、前年度から見ると７人

の減となります。退職のほうは、現年課税分だけでございます。１３３万４,３３１円

で、調定額１００％の納入となります。

国庫支出金、トータルでは１億１,６１１万６,２６３円で、国庫負担金は内訳に記載の
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とおりであります。

次のページの国庫補助金、財政調整交付金４,８５０万９,０００円ですが、内訳として

は、普通調整交付金が１４万６,０００円、特別調整交付金が４,８３６万３,０００円、

このうち４,８２７万５,０００円は、直診会計への繰出金の財源となってございます。

その下、３目の国民健康保険制度関係業務準備事業補助金１５３万２,０００円、これ

は国保システムの改修、制度改正に伴う補助金であります。

療養給付費交付金はここに記載のとおり１７２万７,０００円の決算であります。

前期高齢者交付金については１億１,７５３万９７２円で、２８年度の概算額が１億９

０５万９,１２９円、２６年度精算に係る不足分が８４６万６,４２５円、調整額５,４１

８円を足した１億１,７５３万９７２円となります。

道負担金４５４万３,１２９円、各目の金額についてはここに記載のとおりでございま

す。

次のページ、特定健康診査等負担金５０万円、これは国と同額となります。

道補助金の財政調整交付金１,６７５万４,０００円は、普通調整交付金が１,０２３万

９,０００円、特別調整交付金が６５１万５,０００円、直診会計への繰出金５４万円を含

んでございます。この５４万円というのは、内視鏡に係る補助金となります。

共同事業交付金９,６６１万３,９２０円。

それから、財産収入１万３,４０７円、利子及び配当金で１万３,４０７円であります。

他会計繰入金で、一般会計からの繰入金です。２,６４８万９,６００円で、保険基盤安

定繰入金２,０５４万４,８３３円ですが、内訳としては、まず、保険料軽減分で、一般会

計の歳入にありました北海道の４分の３分、９５８万６,６１２円、それと保険者支援

分、これも一般会計の歳入にございましたが、国４分の２分、３８８万１,３４１円、北

海道４分の１分、１９４万６７０円、それと保険料軽減分で、一般会計の負担分４分の１

分、３１９万５,５３８円、保険者支援分で、一般会計負担分４分の１分、１９４万６７

２円、合わせて、保険料軽減分で１,２７８万２,１５０円、保険者支援分で７７６万２,

６８３円、合わせて２,０５４万４,８３３円となってございます。

その他一般会計繰入金５９４万４,７６７円ですが、内訳としては、出産育児一時金分

が２８万円の３件、８４万円、事務費分が２６１万９,４４８円、保健事業分で６５万７,

４７０円、特定健診分で１７８万７,８４９円、葬祭費分で４万円の内訳となっておりま

す。

繰越金については、ここに記載のとおり２,７５０万７,８６７円。

諸収入の延滞金加算金及び過料、一般被保険者の延滞金１万３００円は７件分でありま

す。退職被保険者等延滞金から次のページの退職被保険者等加算金までは科目存置。

２項の雑入で、１目の一般被保険者第三者納付金から４目の退職被保険者等返納金まで

は科目存置であります。

５目の雑入、１節の雑入で６万３,０３１円。内訳としては、健診の個人負担金が５万
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３,５００円、指定公費負担金９,５３１円、これは国保連からであります。

歳入合計、予算額４億９,４８８万５,０００円の、調定額が４億９,８２５万４,９８９

円、収入済額が４億９,４４５万９,５６７円、不納欠損額が３万５,７００円、収入未済

額が３７５万９,７２２円であります。

次、１５９ページ、歳出に移ります。

１款総務費であります。一般管理費、旅費から積立金までは例年どおりの執行でありま

す。１９節負担金補助及び交付金で１５３万２,０００円は、電算システムの、国保の都

道府県単位標準システム導入９３万８,０００円、国保事業費納付金算定システム連携に

係る改修が５９万４,０００円、合わせて１５３万２,０００円。これは補助金と同額にな

ります。

積立金１万３,４０７円は利子分です。

徴税費、賦課徴収費で、税滞納整理機構へ３９万９,８０９円の負担金ですが、４５

件、１４０万８,２００円を引き継ぎしまして、２６件、７４万５,８７８円の収納であり

ます。

運営協議会費については例年どおりの執行であります。

２款の保険給付費、１項の療養諸費、一般被保険者療養給付費２億１,５１４万５,１４

９円です。件数としては１万２,３１０件、費用額が２億９,５６０万８,２６８円であり

ます。

退職被保険者等療養給付費２２２万１,１８２円、１６１件の費用額３１９万８３６円

であります。

３目の一般被保険者療養費６７８万６,０２２円ですが、前年度から見ると１４３万８,

９０５円ほど増となっております。件数は７００件、前年度より２３２件の増。費用額は

９２４万９,３１９円。費用額自体も１９４万４,５６０円ほど前年度から上がってござい

ます。

退職被保険者等療養費１０万４,８１６円は５件、費用額が１４万９,７４０円でありま

す。

高額療養費、一般被保険者高額療養費が２,７６８万４,７５２円、これは前年度から見

ると７４３万５,０４６円の減となっております。４８２件、費用額が２,７６８万１,２

０７円であります。

次のページ、２目の退職被保険者等高額療養費４万６,１２８円、１件の費用額が１万

６,１２８円であります。

３目の一般被保険者高額介護合算療養費から移送費までは科目存置。

出産育児諸費、出産育児一時金１２６万円は、４２万円の３件分であります。

葬祭費４万円は４件分。

後期高齢者支援金等については３,８８１万３,９０１円、前年度から見ると２６６万

２,５９０円の減であります。積算としては、２８年度概算額が４,４９４万５,４３１
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円、２６年度の精算額が、過払いがございましたので６１３万２０円の減額。調整費につ

いても減額、４,４１３円の減額、事務費につきましては２,９０３円の追加、差し引き合

わせて３,８８１万３,９０１円であります。

前期高齢者納付金等２万７,２１８円ですが、これも２８年度概算額が５万１,２８５

円、２６年度の精算額が、これも過払いがございました。２万６,８６８円の減額、調整

分についても過払いですので、１７円の減額、事務費が２,８１８円で、差し引き２万７,

２１８円であります。

介護保険納付金１,５１２万５,０５５円であります。これは国保税のうち介護分とし

て、２号被保険者、４０歳から６４歳までですけれども、支払基金に支払いをします。そ

の２８％分が介護保険のほうに返ってくると、そういう仕組みになっています。

共同事業拠出金１億２９２万７,００２円であります。

３目の保険財政共同安定化事業拠出金８,６８３万４,３６４円、前年度から見ると７０

４万１,８６２円の減額であります。

４目、５目については科目存置。

保健事業費でございます。特定健康診査等事業費、委託料２６１万７,８２５円、これ

は健診３３２名、２５３万４,７２３円が主な内容であります。特定健診受診率は６７.５

％を見込んでおります。目標は５５％であります。

保健事業費です。１７０ページの委託料７７万３,０７８円ですが、内訳としては、共

同電算業務が２万６,３０４円、予防接種、インフルエンザが１４８人の４４万４,０００

円、高齢者肺炎球菌が３０人、１２万円であります。それと健診、４０歳未満、１４人分

１０万７,１７４円。それと、ふれあいの広場会場ステージ設置で７万５,６００円であり

ます。１９節の２万１,７６０円は、インフルエンザ７名分でございます。

諸支出金の償還金及び還付加算金９７９万１,８２３円は、２７年度分の療養給付費の

精算に伴う国への返還９５５万９,９７０円。同じく退職者分が、支払基金へ１４万８５

３円。国保税の還付金が１１件、９万１,０００円であります。

３項の繰出金、直診会計への繰出金で４,８２７万５,０００円。へき地診療所運営分で

４,６６５万５,０００円。医療機器、内視鏡分で１６２万円であります。

予備費は未執行であります。

歳出合計が、支出済額が４億７,８５４万１,１７２円、９６.７％の執行率。流用１

件、２２万１,１８２円であります。

１７１ページ、２８年度国民健康保険事業勘定特別会計決算書、実質収支に関する調書

であります。

歳入総額が４億９,４４５万９,０００円、歳出総額が４億７,８５４万１,０００円、歳

入歳出差引額１,５９１万８,０００円で、実質収支額が１,５９１万８,０００円でありま

す。

以上で、議案第７１号の説明を終わりまして、次、議案第７２号の説明に移ります。
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議案第７２号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算

認定について。

１９７ページをお開きください。これは説明資料になっております。

次の１９８ページになります。第１表は、２８年度の歳入歳出決算の総括であります。

予算額３億８,８０８万４,０００円。決算額ですが、歳入が３億９,１０４万５,１７９

円、歳出が３億７,３５８万７,８６２円、差引額が１,７４５万７,３１７円、この額が２

９年度への繰越金となります。歳出は９６.３％の執行率となります。

第２表は、歳入実績最近年度比較表であります。診療収入で、２８年度１億４,６８２

万３円で、２７年度と比較しますと５,１９０万６,２００円の減となっております。一方

で、繰入金で１億８,２２７万９,０００円で、２７年度から見ると１,５１３万４,０００

円ほどの増となってございます。合計が、収入済額が３億９,１０４万５,１７９円でござ

います。不納欠損、収入未済額はございません。

次のページ、第３表、歳出実績表であります。医業費において、２８年度は９,６９６

万６,１８９円、２７年度から見ると１,９７８万８,２４３円の減となってございます。

公債費で１,９００万２,９０８円ですが、前年度から見ると７６９万９,９９８円の減額

となってございます。支出済額が３億７,３５８万７,８６２円であります。

第４表が診療収入収納状況調であります。未収、不納欠損はございませんので、まず、

入院合計でいくと１,８６０万２,２９７円、２７年度から見ると１０５万８,７７８円の

増。外来が１億９３３万８,０５０円で、５,４８９万４,４５０円の減となります。

次のページになります。第５表は、経費別支出内訳調であります。総務費２億５,７６

１万８,７６５円で、前年度から見ると３５８万８,６２４円の減。２の医業費では９,６

９６万６,１８９円で、前年度から見ますと１,９７８万８,２４３円の減。特に（３）の

医薬品費３,７８５万７,１４８円、前年度から見ると６,１９１万７,５４８円の減であり

ます。要因としては、昨年１０月から外来の院外処方実施に伴う医薬品の購入費の減があ

ります。

２０３ページ、患者数及び職員数調ですが、入院について、２７年度と２８年度とを比

較しますと、患者数が１,０５０人、２７年度が１,２３７人ですから、１８７人の減。一

方、外来では、２８年度が１万３,８４１人の患者で、２７年度が１万２,８８０人ですか

ら、９６１人増となります。入院、外来を合わせますと、２８年度は１万４,８９１人、

２７年度は１万４,１１７人ですから７７４人の患者増となります。

２０４ページは職員数調、患者１人１日当たり診療収入調、患者１人１日当たり薬品費

調、診療収入に対する投薬等の収入割合でございます。特に、ここでいくと３の医薬品、

外来で、前年度から見ると４,９９３円の減、４の患者１人当たりの薬品費１,６６０円

で、前年度から見ると４,５８３円の減。診療収入に対する投薬の収入割合も、投薬収入

が２１.６％で２６.９ポイントの減、この３点については、先ほど説明しました２８年１

０月からの外来の院外処方実施に係る額となります。
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それでは、歳入、１８２ページをお開きください。

資料ナンバー３９－１、２に診療所の運営状況をつけておりますので、後ほどごらんい

ただきたいと思います。

診療収入が１億４,６８２万３円であります。

１項入院収入、２項の外来収入については、ここに記載のとおりでございます。

使用料及び手数料の診療所使用料、行政財産使用料３万６,５０５円は自動販売機の使

用料でございます。次のページ、文書料９９万８,４８０円は、診断書、介護意見書が主

な内容であります。

道支出金の施設管理費補助金８１０万円はＣＴの分でございます。

４款の財産収入、財産貸付収入、土地建物貸付収入４７万２,８００円は、住宅３戸分

の貸付収入。

繰入金、一般会計からの繰入金１億３,４００万４,０００円については、起債償還分が

１,９００万４,０００円。医療機器整備分６３４万円、これは内視鏡になります。財政対

策分で１億８６６万円の内訳となります。それから、国保事業勘定特別会計からの繰入金

４,８２７万５,０００円は、へき地診療所運営分で４,６６５万５,０００円、医療機器分

で１６２万円、これは内視鏡の分であります。

１８８ページ、前年度繰越金が２,０９２万７,００５円。

諸収入、雑入で、私用電話料６,１００円、雑入で４５８万４,７４２円、内訳として

は、嘱託医報酬２９４万円、社会保険料個人負担分が７９万６,２２２円。患者外給食６

２万８,６００円。医療器具使用料が２０万２,９９０円。病衣貸付料が１万４,６８０円

でございます。

町債、診療施設整備債２,６５０万円は、過疎債でして、ＣＴに係る分でございます。

調定額３億９,１０４万５,１７９円に対して、同額の３億９,１０４万５,１７９円であ

ります。

以上で、歳入を終わりまして、歳出、１９０ページになります。

歳出、１款総務費２億５,７６１万８,７６５円で、一般管理費２億５,６８０万２,１６

２円の支出済額です。ここに照明ＬＥＤ化、１３１万７,６００円は委託料になります。

給料で、まず６０万４,９００円の不用額、これは看護師１名の休職に伴う残額。職員手

当１０８万７,４３６円の不用額は、時間外勤務手当が３３万１３５円、夜勤手当が２０

万９,８３１円、勤勉手当が４０万８,９５７円、宿日直手当が４万円、特殊勤務手当３万

６,８６６円、寒冷地手当２万９,３００円などが主な内容です。共済費３５万２４０円の

不用額、共済組合費が１６万２,０９４円、追加費用が５万１,０５１円、社会保険料が１

３万６,１０６円であります。賃金５２万２,２５６円の不用額は、臨時看護師分が２８万

７,５０７円、臨時調理人分が２２万３,０３１円となっております。委託料４４万８１２

円の不用額ですが、医療機器の保守管理２７万４２４円、設備改修分で８万８,４００

円、施設設備保守管理が３万６９２円の内訳であります。研究研修費の旅費７１万１,９
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３０円の残は、普通旅費に係る分でございます。

次のページ、２款の医業費、まず、医療用機械器具費は、ここに記載のとおり、病室用

ベッド４台、ＣＴ装置、内視鏡システム、合わせて４,４１９万４,４４０円、これは備品

購入費の中に入ってきます。それから、医療用消耗器材費、委託料で１１４万９,５５２

円、これは在宅酸素の部分でありまして、４８万６,４４８円の不用額も在宅酸素が主な

内容です。

医薬品費、先ほど説明しました、昨年１０月からの外来院外処方実施に伴う内容であり

ますが、需用費で３,７８５万７,１４８円。内容としては、８月までの医薬品と１０月以

降の時間外急患用などの薬が２,４７１万１,７１１円、ワクチン代が４８２万３,６１４

円、注射用薬剤が８３２万１,８２３円の内訳でございます。

飛びまして、公債費、１９４ページ、元金ですが、１,８７８万２,７２１円、前年度か

ら見ると７４２万４５０円の減。起債の残高一覧は、資料ナンバー２０にありますので、

後ほどごらんいただきたいと思います。利子分については２２万１８７円、前年度から見

ると２７万９,５４８円の減となります。

支出済総額が３億７,３５８万７,８６２円で執行を終わっております。

１９６ページ、２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計決算書、実質収

支に関する調書。

歳入総額が３億９,１０４万５,０００円、歳出総額が３億７,３５８万８,０００円、歳

入歳出差引額が１,７４５万７,０００円、実質収支額が１,７４５万７,０００円でありま

す。

以上で、議案第７２号を終わりまして、議案第７３号に移ります。

議案第７３号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について。

２１９ページをお開きください。２１９ページは説明資料でありまして、次の２２０

ページになります。第１表、平成２８年度歳入歳出決算の総括であります。予算額１億

９,４３５万３,０００円に対して、決算額、歳入１億９,２３８万３,０８３円、歳出が１

億８,７９５万８,５６５円、差引額４４２万４,５１８円が２９年度への繰越金となりま

す。歳出は９６.７％の執行率となります。

２２１ページ、第２表、歳入実績最近年度比較表であります。まず、１の使用料及び手

数料で、収入済額が５,３４２万６,２７６円、２７年度より２４万７,４３３円の増と

なっております。収入未済額１件、１万４,８３４円であります。繰入金８,３６９万８,

０００円で、２７年度から見ると１,３４５万８,０００円の減となっております。合計が

１億９,２３８万３,０８３円の収入済額であります。

第３表が、歳出実績最近年度比較表であります。

総務費が１,２５０万５,６７６円で、２７年度から見ると５７万３,５４５円の減、施

設費が７,３７２万７６０円、前年度から見ると２,８９９万８４１円の減、公債費１億１

７３万２,１２９円、前年度から見ると２２５万９６０円の減、合計で支出済額が１億８,
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７９５万８,５６５円で決算を終えております。

２２３ページ、水道使用料徴収実績調であります。陸別地区、収入済額５,３２９万２

７６円、２７年度から見ると２１万５,４３３円の増となっております。内訳としては、

一般用３,９２０万６,４７６円で、６万７,３５４円ほど減額。収入未済額が１件、１万

４,８３４円。営業用が３４３万８,５６０円、前年度から見ると４万２,１１４円の増。

事業用が６５０万３,１６０円で、１０万９,８９６円の増。団体用が３５９万１,５１６

円で、１６万４,０７６円の増。浴場営業用が５３万２,１４０円、前年度から見ると１万

６,８４９円の減。臨時用１万８,４２４円で、前年度から見ると１万６,４５０円の減と

なります。

その下の表、用途別給水戸数、２９年３月末現在ですが、一般用が１,０２３戸、前年

度より９戸マイナスです。営業用３０戸は前年度と同じ。事業用が４２戸、前年度から見

ると３戸減。団体用は６戸で同じです。浴場営業用も１で同じ。臨時用はございません。

合計１,１０２戸で、前年度から見ると１２戸の減となります。

次のページになります。給水状況調でありますが、給水量は合計で２９万６,６３５立

方メートル、前年度から見ると２,３８３立方メートルの増。１日平均給水量８１３立方

メートルですが、前年度から見ると９立方メートルの増。給水人口２,２２３人ですけれ

ども、前年度から見ると３８人の減。１日給水量が３６６リットルで、前年度から見ると

１０リットルの増となっております。

それでは、歳入、２０８ページをお開きください。

歳入、１款使用料及び手数料、使用料、水道使用料５,３２９万２７６円。収入未済１

件、１万４,８３４円ですが、８月末に９,３７４円入金になっております。手数料の水道

手数料、設計手数料１３万６,０００円は、給水装置新設工事審査１１件、８万８,０００

円、給水装置その他工事審査１２件、４万８,０００円の内訳です。

国庫補助金、簡易水道事業補助金５７６万７,０００円は機器更新の補助金。

繰入金、他会計繰入金の一般会計繰入金８,３６９万８,０００円で、前年度から見ると

１,３４５万８,０００円の減。建設改良分で５,２１４万８,０００円。財政対策分で３,

１５５万円の内訳となっております。前年度繰越金が３８１万５,５５２円。

諸収入の雑入で１２７万６,２５５円、内訳は、下水道料金の事務負担金５５万２,６５

５円、これは下水道会計から入ってくるお金です。消火栓整備等補償費７２万３,６００

円が内訳であります。

町債は、簡易水道事業債４,４４０万円、過疎債が２,２２０万円、簡易水道事業債が

２,２２０万円となっております。

収入済額１億９,２３８万３,０８３円、収入未済額が１万４,８３４円で終えておりま

す。

次、歳出に移ります。

２１２ページです。総務費、一般管理費、中身としては、職員人件費、給料、手当、共
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済費、１名分の人件費で、手当の不用額４３万７,４８５円は、時間外勤務手当が４１万

５,０３４円が主な内容であります。委託料１５０万４,６６４円の中には、水道料金収納

業務１２４万７,７８４円を含んでございます。公課費１２０万４,１００円、消費税分で

すが、平成２７年度分の消費税６１万４,１００円、２８年度分の中間納付額が５９万円

の内訳です。

２款施設費、施設維持費、主要事業はここに記載のとおりであります。需用費で６７万

２,３３６円の不用額。消耗品費で２０万５,６４９円、光熱水費で１３万４,７１５円、

修繕料で３３万１,９７２円の不用額となっております。

それから、２１４ページにも主要事業として、工事関係を載せてございます。委託料で

２６６万６,２７２円の不用額、管路等修繕で１２７万８,０００円、水道メーター取りか

えで１１０万７,１８２円、施設保全作業で２４万２,３６０円が主な内容です。

備品購入費３５９万７,６９６円。内訳としては、更新用水道メーターが１３７個、２

５６万８,１３２円。新設用メーターが３５個、６３万２,１２４円。水道メーター器用無

線端末１０台、１６万２,０００円。除湿器１台、２３万５,４４０円の内訳であります。

施設新設改良費、事業内容は表の記載のとおりであります。工事請負費としては、上か

ら３行目、配水管布設替工事から、次の配水管新設、旧パロマ地先消火栓更新工事１基。

そして一つ飛んで、機器更新工事１５９万８,４００円から８２６万２,０００円、これら

工事を合わせたものが５,０６０万８,８００円となります。

公債費は、資料ナンバー２０に起債残高推移をつけておりますので、後ほどごらんいた

だきたいと思います。

元金で７,４６１万８,９４９円。利子で２,７１１万３,１８０円。

支出済額合計が１億８,７９５万８,５６５円で歳出を終えております。

２１８ページ、２８年度簡易水道事業特別会計決算書実質収支に関する調書。

歳入総額１億９,２３８万３,０００円、歳出総額１億８,７９５万８,０００円、差し引

き４４２万５,０００円、実質収支額が４４２万５,０００円であります。

以上で、議案第７３号を終わりまして、議案第７４号に移ります。

議案第７４号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてで

あります。

説明資料２３９ページをお開きください。これは目次でありますので、２４０ページ、

第１表、平成２８年度歳入歳出決算の総括。

予算額１億４,２６５万８,０００円、決算額、歳入１億４,３１９万１,３０１円、歳出

１億４,０５２万６,５５４円、歳入歳出差し引き２６６万４,７４７円、これは２９年度

への繰越金となります。歳出執行率９８.５％であります。

第２表、歳入実績最近年度比較表であります。分担金及び負担金で、２８年度１４５万

円、前年度より５５万円の増。使用料及び手数料で２,５５４万４,８１７円で、前年度か

ら見ると２７万３,１４５円の増。収入未済額１件、９,６８５円であります。収入済額合
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計が１億４,３１９万１,３０１円であります。

歳出、次のページであります。

総務費から予備費まで、合計で１億４,０５２万６,５５４円であります。

第４表が下水道使用料徴収実績調で、陸別処理区、収入済額が２,５４９万２,８１７

円、前年度から見ると２６万９,１４５円の増。収入未済額９,６８５円で、１件でありま

す。一般用で、収入済額２,５１５万８,０８９円。一般用で未収が９,６８５円。公衆浴

場用で３３万４,７２８円。合計収入済額が２,５４９万２,８１７円。収入未済額が１

件、９,６８５円であります。

処理状況、２９年３月末現在ですが、処理人口１,８７３人、前年度から見ると６３人

の減。水洗化人口１,６９１人、前年度から見ると５５人の減。水洗化率９０.３％、前年

度から見ると０.１％の増であります。

それでは、歳入の２２８ページをお開きください。

２２８ページ、歳入であります。１款分担金及び負担金、１項分担金、１目下水道事業

分担金で１４５万円でありますが、５５万円の増であります。内訳としては、２７年度２

４戸分で６０万円、２８年度分２３戸で５７万５,０００円、２８年度、前納分で１１

戸、２７万５,０００円の内訳であります。

使用料及び手数料で、下水道使用料２,５４９万２,８１７円の収入済額、前年度から見

ると２６万９,１４５円の増。未収１件、９,６８５円ですが、８月末までに６,１０６円

の入金がございます。

手数料、下水道手数料ですが５万２,０００円、これは排水設備新設工事審査分６件、

４万８,０００円、排水設備その他工事審査分１件、４,０００円であります。

国庫支出金、下水道事業補助金１,５６０万円、これは社会資本整備総合交付金であり

ます。

繰入金、一般会計繰入金８,５７１万８,０００円であります。内訳としては、建設改良

分が１６万４,０００円、分流式下水道分が２,５２５万５,０００円、財政対策分が６,０

２９万９,０００円であります。

繰越金が１６７万８,４８４円。

町債、下水道事業債が１,３２０万円。過疎債が６６０万円。下水道事業債６６０万円

であります。

収入済額１億４,３１９万１,３０１円で決算を終えております。

次に、歳出に移ります。

１款総務費、一般管理費で１,１１６万１,８３０円。職員人件費、２節、３節、共済

費、１名分の人件費。職員手当で３４万９,７５２円の不用額、これは時間外勤務手当３

２万９,５１０円が主な内容であります。１９節負担金補助及び交付金で６２万８,３８５

円、この中身としては、下水道料金の事務費負担金５５万２,６５５円がこの中に含まれ

てございます。簡易水道会計への負担金であります。２７節の公課費５６万５００円、消
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費税ですが、２７年度分の消費税になります。

２款施設費の施設維持費、主要事業についてはこの表に記載のとおりであります。委託

料で４１万２,１２５円の不用額がございますが、施設設備改修で２３万５,６８０円、管

渠清掃で１０万円、下水道メーター取りかえで５万７４５円、浄化センター管理入札執行

残２万３,５５２円が主な内容であります。工事請負費２８０万８,０００円は、この２３

２ページの事業の中の４行目、浄化センター照明器具ＬＥＤ化改修工事２８０万８,００

０円が工事請負費であります。

３款事業費、下水道建設費、事業内容についてはここの記載のとおりであります。ま

ず、実施設計である浄化センターの汚泥脱水機長寿命化工事に係る調査、特定環境保全公

共下水道事業計画変更委託業務、合わせて、１３節３８万８,８００円と３６２万８,８０

０円、委託料で４０１万７,６００円。その下、機器更新から下の汚水桝設置等附帯工事

まで、１５節になります。工事請負費２,７４２万１,２００円であります。

公債費につきましては、資料ナンバー２０に起債残高推移等がありますので、後ほどご

らんいただきたいと思います。元金が３,４７５万８,１７２円、利子が９８６万２,５９

３円、予備費は未執行であります。

支出済額１億４,０５２万６,５５４円で決算を終えております。

２３８ページ、２８年度公共下水道事業特別会計決算書実質収支に関する調書。

歳入総額が１億４,３１９万１,０００円、歳出総額が１億４,０５２万６,０００円で、

歳入歳出差引額が２６６万５,０００円、実質収支額が２６６万５,０００円であります。

以上で、議案第７４号の説明を終わりまして、議案第７５号の説明に移ります。

議案第７５号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につい

て。

資料の２７２ページをお開きください。これは目次になりますので、次の２７３ページ

になります。第１表、２８年度歳入歳出決算の総括であります。

予算額３億５４２万７,０００円、決算額、歳入３億４８０万２,６８７円、歳出２億

９,５３８万２,７０６円、歳入歳出差引額９４１万９,９８１円、これは２９年度への繰

越金となります。なお、介護保険会計における繰越金の精算については、今定例会の補正

予算において精算をしたところであります。歳出の執行率は９６.７％であります。

第２表、歳入実績最近年度比較表であります。介護保険料、２８年度４,８２６万９,８

５８円、５２万２,１５３円の増であります。不納欠損６万９,３００円、３人、３件で

す。収入未済額４４万６,３８０円、１１人の１１件になります。国庫支出金から諸収入

まではここに記載のとおりでありまして、合計収入済額が３億４８０万２,６８７円、前

年度から見ると３４５万９８５円の増であります。不納欠損が６万９,３００円、収入未

済額が４４万６,３８０円であります。

第３表、歳出実績最近年度比較表については、ここに記載のとおりでありますので、後

ほどごらんいただきたいと思います。
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第４表の介護保険料収納額調で、現年度賦課額と滞納繰越分がございます。現年度分

は、調定額４,８２９万７,０９５円に対して、収入済額が４,８１６万６,７６５円で、収

入未済額が１３万３３０円、４人、４件分。滞納繰越分で、調定額４８万８,４４３円、

収入済額が１０万３,０９３円、不納欠損額が６万９,３００円、３人、３件、収入未済額

が３１万６,０５０円、７人、７件であります。したがって、現年度分と滞納繰越分の収

入未済額の件数の合計は１１人の１１件でございます。

それでは、決算書の２４９ページをお開きください。

歳入ですが、資料ナンバー４０－１、２に介護保険事業勘定特別会計の実施状況をつけ

ておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

１款介護保険料、１目の第１号被保険者保険料、３月３１日現在の被保数は８９５人で

あります。２７年度から見ると１２人の減となります。現年度分で４,８１６万６,７６５

円、５４万７,７６０円の増であります。内訳としては、普通徴収分が３４０万３,１７５

円、特別徴収分が４,４７６万３,５９０円の内訳であります。収入未済額１３万３３０

円、４人、４件分です。このうち８月末までに１人、１件、１万８,１２０円の入金があ

ります。滞納繰越分１０万３,０９３円、不能欠損額が６万９,３００円、３人、３件。収

入未済額が３１万６,０５０円、７人、７件であります。このうち８月末までに１人、１

件、２万６,４６０円が入金となってございます。

国庫支出金で、そのうち国庫補助金の２目の地域支援事業交付金、現年度分で２６２万

８,６７０円、１９４万５,１００円の増でありますが、内訳としては、介護予防日常生活

支援総合事業が１１８万６００円。同じく介護予防日常生活以外の地域支援事業で１４４

万８,０７０円の内訳です。事業費補助金は２２万円、これはシステム改修に係る補助

金。

道支出金のうち、２項の道補助金、地域支援事業交付金、現年度分１３６万８,１６０

円、これについては、介護予防日常生活支援総合事業６４万４,１２５円。同じく介護予

防日常生活以外の地域支援事業分７２万４,０３５円の内訳となってございます。

支払基金交付金は、ここに記載のとおり。

財産収入の利子及び配当金は、基金利子１,５４２円であります。

繰入金、一般会計繰入金ですが、まず介護給付費繰入金が３,４５６万９,０００円、事

務費繰入金が８３８万２,０００円、地域支援事業繰入金１２４万４,０００円、介護予防

日常生活支援総合事業が５１万５,０００円、同じく介護予防日常生活以外の地域支援事

業分が７２万９,０００円、低所得者保険料軽減繰入金６３万７,０００円は、国が２分の

１、３１万８,９９０円、道が４分の１、１５万９,４９５円、町４分の１、１５万８,５

１５円の内訳となってございます。

基金繰入金ですが８２６万５,０００円。資料ナンバー１９に基金別の推移をつけてお

りますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

繰越金が１,１５２万１,２１５円。
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諸収入の延滞金及び過料の第１号被保険者延滞金、第１号被保険者過料は科目存置にな

ります。同じく、次のページ、預金利子、雑入のうち滞納処分費、第三者納付金、返納金

は科目存置であります。

４目雑入、１節の雑入６５万６,９９７円の内訳としては、介護扶助審査判定業務２４

万１,６００円、社会保険料個人負担分が３８万１,５１５円、総合事業利用者負担金が３

万３,８８２円の内訳となっております。

収入済額が３億４８０万２,６８７円、不納欠損が６万９,３００円、収入未済額が４４

万６,３８０円となっております。

以上で、歳入を終わりまして、歳出、次のページになります。

歳出、１款総務費、一般管理費、共済費７７万３,３９６円、賃金１６６万６,７５７

円、これについては、臨時介護支援専門員の賃金に係る人件費であります。それ以下は例

年どおりの執行であります。

賦課徴収費については例年どおりの執行であります。

介護認定審査会費の役務費の７５万８,３２０円は、主治医の意見書料７４万３２０円

を含んでございます。１９節負担金補助及び交付金の１９７万１００円は、池北三町の介

護認定審査会の負担金になります。

認定調査費の委託料７２万１,１６０円は、要介護認定調査委託でありまして、包括直

営分が１７３人、委託分が３人、施設分が６人、合わせて１８２人になります。

保険給付費、まず居宅介護サービス給付費１億１,７９８万１円ですが、第６期計画で

は、延べ１,５７２人でしたが、実績では１,３３７人ということで、２３５人の減となり

ます。次に、居宅介護サービス計画給付費７７４万７,６２０円ですが、計画では、延べ

５１６人ですが、実績として５５７人、４１人の増であります。

３目の施設介護サービス給付費１億１,１８５万８,１０２円ですが、計画では、延べ４

２０人ですが、実績では５１７人、９７人の増であります。

４目の居宅介護福祉用具購入費１７万４,３０３円ですが、計画では６件、実績では５

件、マイナス１件でございます。

５目の居宅介護住宅改修費４１万２,０５６円、計画では５件ですが、実績は４件とい

うことで、マイナス１件。

２項の介護予防サービス等諸費、１目の介護予防サービス給付費５６２万６６８円。計

画では延べ４３２人を見ましたが、実績は３０１人ということで、１３１人の減。

次のページ、介護予防サービス計画給付費１０８万円は、計画では２４０人、実績も同

様の２４０人であります。

３目の介護予防福祉用具購入費２３万８,３６１円、計画５件の実績も５件でありま

す。

介護予防住宅改修費３５万８２０円、計画では４件ですが、実績は２件ということで、

マイナス２件。
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４項の高額介護サービス等費で、１目の高額介護サービス費４０３万５,４５５円は、

実質４３人であります。

一つ飛んで、高額医療合算介護サービス費の２２４万２,２８８円は、実質５７名分で

ございます。

次の高額医療合算介護予防サービス費１,５７４円は、実質１名分。

６項の特定入所者介護サービス等費、特定入所者介護サービス費１,８０４万６,８７３

円は、実績で４９１人であります。前年度から見ると８３人の増であります。

一つ飛んで、特定入所者介護予防サービス費１万６９９円、延べ３名であります。

地域支援事業費、１項の介護予防・生活支援サービス事業費、１目の介護予防・生活支

援サービス事業費、委託料３３万８,８２０円は、訪問型サービスＡの９月分からのＮＰ

Ｏへの委託、延べ１２９人分であります。

負担金補助及び交付金２９０万３,５７２円は、第１号事業給付費で国保連への支払い

であります。

介護予防ケアマネジメント事業費、委託料４万７,３００円、北勝光生会への１１件分

でございます。

一般介護予防事業費、委託料８万円は、社協へのふれあいふまねっと運動４８回分。使

用料及び賃借料は複写機使用料１２万円であります。

次、包括的支援事業・任意事業費、１目の包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

費、１３節委託料２４万５,９００円は、介護予防サービス計画作成委託で、北勝光生会

が４０件、町居宅介護支援事業所が８件、町外居宅が５件、合わせて５事業所５３件であ

ります。

任意事業費、委託料１０６万１,１５０円、これはＮＰＯへの介護教室１０万円、社協

への介護用品給付３８万４００円、これはおむつです、３４７個分。配食サービス５８万

７５０円、配食１,３４５食、この二つは社協への委託となります。

２６７ページ、基金積立金ですが、４７７万３,１６１円。資料ナンバー１９に、各基

金の増減の推移がございます。後ほどごらんいただきたいと思います。

諸支出金の第１号被保険者保険料還付金、２３節２万１,７６５円ですが、過年度分の

還付５件分であります。介護給付費負担金等返還金、２３節６７４万９,５９６円です

が、これは２７年度分の精算に伴う国、道等への返還金でして、介護給付費と地域支援事

業分を合わせた額になりますが、国には１８１万４,８８２円、北海道には１２５万４,４

２６円、支払基金に１３４万９,９７７円、一般会計に２３３万３１１円の合わせて６７

４万９,５９６円の精算に伴う返還となります。

予備費の充当はございません。

支出済額２億９,５３８万２,７０６円で歳出を終わっております。

２７１ページ、２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計決算書実質収支に関する調

書。
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歳入総額３億４８０万２,０００円、歳出総額２億９,５３８万２,０００円、歳入歳出

差引額９４２万円、実質収支額９４２万円であります。

以上で、議案第７５号の説明を終わりまして、次、議案第７６号の説明に移ります。

議案第７６号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について。

２８９ページをお開きください。これは目次になりますので、２９０ページ、第１表、

平成２８年度の歳入歳出決算の総括です。

予算額４,０３２万円、決算額、歳入３,９８４万６９４円、歳出３,９８４万６９４円

で、歳入歳出同額の決算となってございます。

第２表、保険料収納額調、２８年度は、調定額２,２７９万１,４００円に対して、収入

済額２,２７９万１,４００円で、１００％の収納率であります。

第３表、歳入実績最近年度比較表ですが、まず、後期高齢者医療保険料、２８年度分は

２,２７９万１,４００円、４４万４,９００円ほど増となっております。以下、ここに記

載のとおりであります。

第４表、歳出実績最近年度比較表についても、ここに記載のとおりで、歳出総額は３,

９８４万６９４円となります。総務費が９８.２％の執行率。広域連合納付金が９９.９％

の執行率。諸支出金が……。予備費が未執行で、３,９８４万６９４円の支出となりま

す。

それでは、２７８ページをお開きください。歳入ですが、資料ナンバー４１にフロー図

をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

１款後期高齢者医療保険料ですが、被保数、２９年３月３１日現在で５４４人でありま

す。２８年３月３１日現在から見ると２名の増となります。特別徴収保険料は４５９人、

普通徴収保険料が１９８人、この内７５人が重複しております。特別徴収保険料、現年度

分で１,２０２万９,３００円、普通徴収分で１,０７６万２,１００円であります。

繰入金、他会計繰入金で事務費繰入金２７４万８,２３７円、これは広域連合事務費分

が１３６万１,０００円、町単独事業分が１３８万７,２３７円。内容としては、インフル

エンザ分が８５万１,８６０円、事務費分が５３万５,３７７円であります。

保険基盤安定繰入金１,３６９万２,７５９円。北海道の４分の３分、１,０２６万９,５

６９円、町の４分の１分、３４２万３,１９０円であります。

５款諸収入の２項の償還金及び還付加算金、２目の保険料還付金１万７００円、これは

６人分です。歳出と同額になります。

雑入３４万７,５９８円、広域連合からですが、健診の委託料であります。

６款の広域連合支出金２５万円。これは、すこやか推進事業交付金でありまして、イン

フルエンザの予防接種に対する補助金であります。

次のページ、歳入は、調定額３,９８４万６９４円に対して、収入済額、同額の３,９８

４万６９４円であります。

次、歳出に移ります。
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１款総務費、一般管理費、１３節委託料１５０万１,５２３円。健康診断４２万８,６９

４円、５８人分。インフルエンザ予防接種１０６万２,０００円、３５４人分。共同電算

事務１万８２９円。１９節の３万９,８６０円は、インフルエンザ予防接種の助成金１３

名分であります。

２款の後期高齢者医療広域連合納付金３,７８４万５,１５９円。

３款の諸支出金、保険料還付金１万７００円は６人分、歳入と同額であります。

予備費は未執行でございます。

支出済総額３,９８４万６９４円であります。

２８８ページ、平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計決算書実質収支に関する調

書であります。

歳入総額３,９８４万１,０００円、歳出総額３,９８４万１,０００円で、歳入歳出差引

額ゼロで決算を終えております。

以上で、議案第７０号から議案第７６号までの説明を終わります。

以後、御質問によってお答えをしたいと思っておりますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。

平成２８年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑を

許します。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。

平成２８年度各会計の決算認定にかかわる質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定の

とおり、第１１日目の９月２２日に行います。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会し、特別の事情がない限り、２１日までは休会といたしま

す。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

────────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────



― 51 ―

○議長（宮川 寛君） 本日は、これにて延会いたします。

延会 午後 ３時２７分


